
Nutanix.NCP-MCI-6.10.v2026-06-15.q88

試験コード: NCP-MCI-6.10

試験名称: Nutanix Certified Professional - Multicloud Infrastructure (NCP-MCI v6.10)

認定資格: Nutanix

無料問題数: 88

バージョン: v2026-06-15

アクセス数: 106

ページビュー数: 880

https://www.jpnpdf.com/Nutanix.NCP-MCI-6.10.v2026-06-15.q88-mondaishu.html

最新問題: 1
管理者は、Scale-Out Prism Centralクラスタで転送中データの暗号化を有効にし、ノード間のサービスレベルトラフィックを暗号化しようとしました。しかし、ファイアウォールの制限により、この機能は正常に動作しませんで
した。

転送中のデータの暗号化のためにファイアウォールを通過できるようにする必要がある CVM固有のポートはどれですか?
A. 9440
B. 2009
C. 2010
D. 2020
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 2
管理者は、新規登録したAHVクラスタのベースラインキャパシティランウェイを計算する必要があります。クラスタは16日間稼働していますが、ランウェイ予測が表示されません。
キャパシティランウェイ予測が表示されないのはなぜですか?
A.キャパシティプランニングには少なくとも 30日分のデータが必要です。
B.キャパシティプランニングには少なくとも 6か月分のデータが必要です。
C.キャパシティプランニングには少なくとも 3か月分のデータが必要です。
D.キャパシティプランニングには少なくとも 21日分のデータが必要です。
Answer: A (メーッセージを残す)
Prism CentralのCapacity Runway分析は、過去の使用状況データに基づいて将来の予測を生成します。Nutanixのドキュメントには以下のように記載されています。
「容量ランウェイ予測には、成長率のベースラインと傾向モデルを構築するために、少なくとも 30日間の使用率履歴データが必要です。」モデリングエンジンは、CPU、メモリ、およびストレージの経時的な傾向を使用して、枯

渇日を推定します。

履歴データが不十分だと、意味のある予測を生成することができません。

Prism Centralは「データが不十分です」と表示するか、最小時間ウィンドウが満たされるまで滑走路メトリックを省略します。
21日間のしきい値は、滑走路の計算ではなく、異常検出に適用されます。
3か月と 6か月のオプションは、正確性を保つための最適な履歴ウィンドウを参照しますが、必須ではありません。
したがって、正しい要件は 30日間の履歴です。
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最新問題: 3
別紙参照:

管理者は、Prism Centralから LCMに移動するときに、図に示されているメッセージに気付きます。
LCMを最新バージョンに更新するには、管理者はどのようなアクションを実行する必要がありますか?
A. AOSアップグレードを実行します。
B. AHVアップグレードを実行します。
C.インベントリスキャンを実行します。
D. CVMから最新の LCMバージョンをダウンロードしてインストールします。
Answer: C (メーッセージを残す)
Life Cycle Manager (LCM)によって新しいフレームワークバージョンが利用可能であると報告された場合、正しいアクションはインベントリスキャンを実行することです (オプション C)。
インベントリスキャンを実行すると、利用可能なファームウェア/ソフトウェアバージョンが更新され、LCMが必要な更新をダウンロードできるようになります。
オプション A (AOSアップグレードの実行)は、LCMフレームワークの更新プロセスとは無関係です。
オプション B (AHVアップグレードの実行)は個別のコンポーネント更新であり、LCMフレームワークには影響しません。
LCM更新はインベントリスキャン後に自動的に取得されるため、オプション D (CVMから手動でダウンロード)は必要ありません。
参考文献:
Nutanix LCMユーザーガイド #LCMフレームワークの更新とインベントリスキャンの実行 Nutanix KB #LCM更新のベストプラクティス Nutanix Prism Central #LCM更新ワークフロー

最新問題: 4
Nutanixで VMテンプレートを作成するためにサポートされているものは何ですか?
A. VMは保護ドメインベースの DRによって保護されています。
B. VMはエージェントまたは Prism Central VMです。
C. VMには RF2コンテナ上にディスクが配置されています。
D. VMは ESXiハイパーバイザー上で実行されます。
Answer: C (メーッセージを残す)
Nutanixの VMテンプレートは、VMのディスクがレプリケーションファクター 2 (RF2)以上で構成されたストレージコンテナー上に存在する場合にのみサポートされます。
*オプション C (VMには RF2コンテナ上にディスクがある)が正解です。
* VMテンプレートでは、フォールトトレランスのために最低限 RF2が必要です。
* RF1コンテナは、VMテンプレートの Nutanixベストプラクティスを満たしていません。
*オプションAは不正解です。
*保護ドメインによって保護された VMは複製できますが、これは VMテンプレートの作成とは異なります。
*オプションBは不正解です。
*エージェント VM (例: Witness VM)または Prism Centralは VMテンプレートとして使用できません。
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*オプションDは不正解です。
* Nutanix VMテンプレートは、ESXiではなく AHVでネイティブにサポートされます。
参考文献:
* Nutanix VM管理ガイド#VMテンプレートの作成と管理
* Nutanix KB#VMテンプレートのストレージ要件

最新問題: 5
管理者は、セキュリティを強化するために、CVM上の nutanixユーザーに対してパスワードベースの SSHアクセスを無効にしたいと考えています。
管理者はどのようなアクションを取る必要がありますか?
A. nutanixユーザーの名前を変更します。
B. CVMファイアウォールのブロックポート 22。
C.クラスターのロックダウンを有効にします。
D. nutanixユーザーを削除します。
Answer: (解答を表示する)
Nutanixで「Cluster Lockdown」を有効にすることは、パスワードベースの SSHログインを防ぐための最善のセキュリティ対策です。
*オプション C (クラスターロックダウンを有効にする)が正解です。
* Cluster Lockdownはパスワードベースの SSHを無効にし、キーベースの認証を要求します。
*オプション A (nutanixユーザーの名前を変更する)は正しくありません。
* Nutanixユーザーはシステムアカウントであり、名前を変更することはできません。
*オプション B (ポート 22をブロック)は誤りです。
*これにより、キーベースのログインを含むすべての SSH接続が防止され、管理が困難になります。
*オプション D (nutanixユーザーを削除する)は誤りです:
* Nutanixユーザーはシステム操作に必要であり、削除できません。
参考文献:
* Nutanixセキュリティガイド #クラスターロックダウンの実装
* Nutanix KB #CVM上の SSHセキュリティのベストプラクティス

最新問題: 6
ある企業では、ボリュームグループ（VG）にデータを保存するためのカスタムアプリケーションを運用しています。データとアプリケーションのVMは、クラスター障害発生時でも整合性を維持し、RPOを可能な限り低く抑える
必要があります。

管理者は Nutanix DRオプションを評価しています。
管理者はこの目標をどのようにして達成すべきでしょうか?
A.保護ポリシーとリカバリプランを使用して Metro AHVを構成し、PCを監視として使用します。
B.保護ポリシーとリカバリプランを使用して同期レプリケーションを構成します。
C.保護ポリシーとリカバリプランを使用して同期レプリケーションを構成します。VMとVGを同じ整合性グループに配置します。
D.保護ドメインを使用してNearSyncレプリケーションを構成します。VMとVGを同じ整合性グループに配置します。
Answer: C (メーッセージを残す)
要件には次のように記載されています。

*カスタムアプリはボリュームグループを使用します
* VM + VGは一貫性を保つ必要があります
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*可能な限り低い RPOが必要です (RPO # 0)
*クラスタ障害を乗り越える必要がある
Nutanixのデータ保護ドキュメントには次のように明記されています。
「同期レプリケーションは、すべての書き込みが確認応答前に両方のサイトでコミットされることを保証することで、RPOゼロを実現します。」さらに、

「ボリュームグループを使用してアプリケーション VMを保護する場合、書き込み順序の忠実性を確保し、フェイルオーバー中にデータベースまたはアプリケーションの整合性を維持するために、VMとボリュームグループの

両方を同じ整合性グループに配置する必要があります。」これは非常に重要です。ボリュームグループはブロックレイヤーで動作し、それらを別々のグループに配置するとアトミック書き込み順序の正確性が損なわれるためで

す。

オプション分析:
A)。Metro AHVは HAスタイルのゼロ RPOを提供しますが、質問では特に保護ポリシーと VGについて言及しており、Metroではこれらを同じようには調整しないため、ここで必要なメカニズムではありません。
B). VMと VGが同じ整合性グループ内にない場合、同期レプリケーションだけでは不十分です。
C)これは正しい完全なソリューションです。同期レプリケーション +一貫性グループ化により、RPO0とアトミック更新が保証されます。
D). NearSyncの RPOは 1～ 15分であり、可能な限り低い RPOではありません。
したがって、同期レプリケーションの下で、VMと VGの両方を同じ整合性グループに配置するのが正しい方法です。

最新問題: 7
Nutanixストレージにおけるレプリケーションファクター (RF)の目的は何ですか?
A.データの複数のコピーを保存することでデータの冗長性を確保する
B.クラスタ間でワークロードを自動的に移行する
C.データをメモリにキャッシュすることで読み取りパフォーマンスを向上させる
D.ハイブリッドクラスターでSSDとHDDのパフォーマンスを最適化する
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 8
管理者は、新しい IPアドレスが割り当てられ、災害復旧 (DR)の場所でワークロードをインスタンス化するときに新しい DNSサーバーを利用する必要がある 50のワークロードに対する Prism Central復旧計画を作成する任
務を負っています。

これを実現するための最善の方法は何でしょうか?
A. Nutanixゲストツールをインストールすると、IPの再設定が可能になり、更新された DNSサーバーが自動的に割り当てられます。
B.リカバリシーケンス内でスクリプトを有効にし、VMごとにカスタムスクリプトを使用します。
C.リカバリプランを利用して DR時に VMをオンラインにし、各 VMに手動でログインして IPを更新します。
/DNS。
D.リカバリプランを実行する前に、運用 VMの DNS設定を更新します。
Answer: B (メーッセージを残す)
DRリカバリ中に新しい IPアドレスと DNSサーバー設定を必要とするワークロードの場合、リカバリプラン内でカスタムスクリプトを使用する方法が推奨され、サポートされています。
Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースの資料より:

「リカバリプランはリカバリシーケンス内でのスクリプトをサポートしており、管理者は IPアドレスの更新、DNSの構成、アプリケーション固有の設定の適用など、リカバリ後のカスタマイズタスクを実行できます。」

「このスクリプト機能は、VMが DR環境のネットワークと DNS設定内で動作するように正しく再構成されることを保証する、柔軟で自動化されたアプローチを提供します。」これにより、リカバリ後の手動再構成やフェイル

オーバー前の本番環境での設定調整の必要性がなくなります。

最新問題: 9
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Nutanixストレージで使用されるデフォルトのファイルシステムは何ですか?
A. NTFS
B. EXT4
C. NDFS (Nutanix分散ファイルシステム)
D. XFS
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 10
管理者は、2台のMicrosoft Windows VM間でストレージパフォーマンステストを実行しています。1台目のVMはテンプレートを使用してデプロイされ、2台目のVMは新規に作成されました。
結果は、同じパフォーマンステストを使用しても、VMによって指標が大きく異なることを示しています。最初のVMは8000 IOPSに到達しますが、2番目のVMは500/800 IOPSに到達するのに苦労しています。現在、AHVクラス
ターは負荷がかかっていません。

管理者はこれらの結果が生成された理由をどのように判断できるでしょうか?
A. 2番目の VMで AHV Turboを有効にします。
B. VMに割り当てられたVCPUの数を確認する
C.両方の VMに Nutanixゲストツールがインストールされていることを確認します。
D. VM間の vDiskバスタイプを比較します。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 11
管理者は Prismで次の内容の警告を受け取ります:

「クラスター <cluster_name>上のストレージコンテナー <container_name>のストレージリソースは約 1日で不足します。」ただし、クラスターには使用可能なスペースが十分に残っています。
クラスターにスペースが残っているのにコンテナのスペースが不足する原因となっている構成設定は何ですか?
A.アドバタイズされた容量が低すぎます。
B.予約容量の設定が高すぎます。
C.圧縮の設定が低すぎます。
D.レプリケーション係数の設定が高すぎます。
Answer: B (メーッセージを残す)
予約容量設定では、特定のコンテナーに排他的に割り当てられるストレージの量を定義します。

*オプション B (予約容量が高すぎる)が正解です。
*コンテナに予約されているスペースが多すぎると、クラスターにまだ空き容量があるにもかかわらず、「スペース不足」と報告されることがあります。
*オプションA、C、Dは誤りです。
*アドバタイズされた容量、圧縮、および RF設定は、予約済み容量で誤って構成されていない限り、直接的にストレージ枯渇を引き起こすことはありません。
参考文献:
Nutanixストレージのベストプラクティス#予約済み容量と広告容量の設定 Nutanix KB#ストレージコンテナの容量不足アラートのトラブルシューティング

最新問題: 12
VMデータが VMが実行されているノードと同じノード上に残るようにすることでパフォーマンスを向上させる Nutanixの機能は何ですか?
A.プリズムインサイト
B.データの局所性
C.レプリケーション係数
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D.データ階層化
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 13
管理者はホストのファームウェアアップグレードを準備しており、LCMアップグレードを実行する前にVMを手動で移行したいと考えています。しかし、1台のVMは移行できませんが、他のVMは正常に移行できます。
どのようなアクションで問題を解決できますか?
A.クラスターレベルで Acropolis Dynamic Scheduling (ADS)を有効にします。
B.リンク層検出プロトコル (LLDP)を更新します。
C. VM構成オプション内で Agent VMを無効にします。
D. CVMに割り当てられているバックプレーンポートグループを構成します。
Answer: (解答を表示する)
VMを移行できない場合、最も可能性の高い原因は、それがエージェント VM (Nutanix Witness VMや特別な依存関係を持つ VMなど)であることです。
*オプション C (エージェント VMを無効にする)が正解です。
*一部のエージェント VMは、重要な役割 (例: Metro AvailabilityのWitness VM)により移行を防止するように構成されています。
*エージェント VMの制限を無効にすると、ホストがメンテナンスモードに入る前に移行できるようになります。
*オプションA（ADSを有効にする）は誤りです。
* Acropolis Dynamic Scheduling (ADS)は移行後の VMの配置に役立ちますが、移行できない VMを強制的に移動させることはありません。
*オプション B (LLDPの更新)は正しくありません。
* LLDPはネットワーク検出に使用されますが、VMの移行動作には影響しません。
*オプション D (バックプレーンポートグループの構成)が正しくありません。
*バックプレーン設定は、VMの移行ではなく、CVM通信に影響します。
参考文献:
* Nutanix Prism Elementガイド #エージェント VM設定の管理
* Nutanixバイブル #ホストメンテナンスと VMライブマイグレーション
* Nutanix KB #AHVでの VM移行失敗のトラブルシューティング

最新問題: 14
どの Nutanix機能を使用すると、ユーザーは単一のテンプレートから複数の VMを効率的に複製できますか?
A.画像サービス
B.高速クローン
C.プリズムセントラル
D.ワンクリックアップグレード
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 15
別紙参照:
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管理者は、図に示されているアラートを確認します。

nutanixユーザーがパスワードを使用して CVMに SSH接続できないようにするには、管理者は何をする必要がありますか?
A. nutanixユーザーの名前を変更します。
B. CVMファイアウォールのポート 22をブロックします。
C.クラスターのロックダウンを有効にします。
D. nutanixユーザーを削除します。
Answer: C (メーッセージを残す)
展示と警告を理解する

警告には次のように記載されています。

*「クラスターは CVMに対してパスワードベースの SSHアクセスを使用しています。」
*「クラスターでパスワードベースのリモートログインが有効になっています。」
*「セキュリティを強化するために、パスワードベースの SSHアクセスではなく、キーベースの SSHアクセスを使用することをお勧めします。」これは、nutanixユーザーがパスワードを使用してコントローラー VM (CVM)に

ログインできることを意味し、セキュリティ上のリスクとなります。

是正措置:クラスターロックダウンの有効化
#(C)クラスターロックダウンを有効にします。(正解)
*クラスターロックダウンモードは、パスワードベースの SSHアクセスを制限し、キーベースの認証を強制します。
*これにより、ユーザーがパスワードを使用して CVMにログインできなくなり、クラスターのセキュリティが強化されます。
*クラスターロックダウンを有効にするには:
* Prism Centralまたは Prism Elementにアクセスします。
* [設定] # [セキュリティ] # [クラスターロックダウン]に移動します。
*クラスターロックダウンモードを有効にします。
他の回答の選択肢を評価する

#(A) nutanixユーザーの名前を変更します。(誤り)
* nutanixユーザーは、クラスター操作に必要な組み込みシステムアカウントです。
*ユーザー名を変更しても、パスワードによる SSHアクセスは妨げられません。
#(B) CVMファイアウォールのポート22をブロックします。(誤り)
*ポート 22 (SSH)をブロックすると、キーベースの認証を含む SSHアクセスが完全に無効になります。
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*これにより、クラスターの管理とトラブルシューティング操作が中断される可能性があります。
#(D) nutanixユーザーを削除します。(誤り)
* nutanixユーザーは、クラスター機能に必要な重要なシステムアカウントです。
*アカウントを削除すると、クラスター管理に重大な問題が発生します。
マルチクラウドインフラストラクチャのリファレンスとベストプラクティス

* Nutanixセキュリティのベストプラクティス:
*パスワードベースのログインではなく、常にキーベースの SSH認証を使用します。
*セキュリティポリシーを適用するには、クラスターロックダウンモードを有効にします。
*セキュリティコンプライアンスを確保するために、ユーザーアクセスを定期的に監査します。
*クラスターロックダウンのメリット:
*パスワードによる不正な SSHアクセスを防止します。
*公開鍵認証を強制し、ブルートフォース攻撃のリスクを軽減します。
*潜在的な悪用に対する CVMセキュリティを強化します。
参考文献:
Nutanixセキュリティガイド #SSHセキュリティのためのクラスターロックダウンの有効化
Nutanix KB #Nutanixクラスターでの SSHアクセスのセキュリティ保護

最新問題: 16
別紙参照:



管理者は、図に示すメモリクラスタランウェイ図をPrism Centralで確認しています。この環境には3台のホストがあり、構成は以下のとおりです。
* CPU: 2x Intel Xeon Gold (8コア、2.6 GHz)
* RAM:ホストあたり256 GB
*ストレージ: SSDおよび HDD
インテリジェントオペレーション機能は 1か月間アクティブでしたが、それ以上の構成は適用されませんでした。
赤い点線は何を意味していますか?
A.管理者が VMに割り当てることができる最大メモリです。
B.手動で設定できるデフォルトの傾向分析の静的しきい値です。
C.現在実行中の VMの計算されたメモリオーバーサブスクリプション制限です。
D.クラスター構成オプションに基づいて使用可能な容量です。
Answer: C (メーッセージを残す)

有効な NCP-MCI-6.10問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい NCP-MCI-6.10試験問題集！ GoShiken.comが最新の NCP-MCI-6.10試験問題集を提供しています。GoShiken.com NCP-MCI-6.10試験問題は最
新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com NCP-MCI-6.10問題集をゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/Nutanix/NCP-MCI-6.10-mondaishu.html (17630%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引

コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
管理者は、次の条件で TestDataという名前のストレージコンテナーを作成する必要があります。
*複製係数（RF）= 1（RF1）
*インライン圧縮が有効
*重複排除が無効
*最大ストレージ容量 = 100 GiB
管理者はこのタスクをどのように完了する必要がありますか?
A. Prism Elementにログインし、アドバタイズされた容量が 100 GiBのストレージコンテナーを作成します。
B. Prism Elementにログインし、ストレージコンテナーを作成します。
C. Prism Centralにログインし、予約容量が 100 GiBのストレージコンテナーを作成します。
D. Prism Centralにログインし、ストレージコンテナーを作成します。
Answer: A (メーッセージを残す)
Nutanixでストレージコンテナを作成する場合、管理者は正しい容量設定を構成する必要があります。
*オプション A (広告容量が 100 GiBの Prism要素)が正解です。
*アドバタイズされた容量は、コンテナーの論理的な制限 (つまり、使用可能として報告されるスペースの量)を定義します。
*インライン圧縮は Prism Elementで直接有効にできます。
*オプション B (アドバタイズされた容量なしで Prism要素で作成)は誤りです。
*広告容量を指定しないと、コンテナーは無制限にストレージを消費する可能性があります。
*オプション C (予約容量を使用して Prism Centralで作成)は誤りです。
*予約容量は、ストレージ制限ではなく、サービス品質 (QoS)ポリシーに適用されます。
*オプション D (容量制限なしで Prism Centralで作成)は誤りです。
* Prism Centralはストレージを管理できますが、RF1および圧縮ポリシーを直接適用することはできません。
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参考文献:
Nutanixストレージ管理ガイド #ストレージコンテナの作成と管理 Nutanixバイブル #レプリケーション係数 (RF)とデータ最適化 Nutanix KB # Nutanix AOSにおけるインライン圧縮のベストプラクティス

最新問題: 18
管理者は2つのNutanixクラスタを導入し、それらの間で同期レプリケーションを確立しようとしています。しかし、レプリケーションはすぐに失敗します。
問題を解決するために管理者が実行できる理由と是正措置を示す 2つの応答はどれですか。
（2つ選択してください。）
A.プライマリクラスターとリカバリクラスターが異なるサブネットにある場合は、通信用にポートを手動で開きます。
B.プライマリクラスターとリカバリクラスターが同じサブネット上にある場合は、通信用にポートを手動で開きます。
C. modify_firewallコマンドを使用して、eth1インターフェースのポートを開きます。
D. modify_firewallコマンドを使用してeth0インターフェースのポートを開きます。
Answer: (解答を表示する)
2つのクラスタ間の同期レプリケーションが即座に失敗する場合は、多くの場合、必要なポート（2009と2020）間の通信がブロックされていることが原因です。クラスタが異なるサブネットにある場合、またはネットワークポリ
シーによってトラフィックがブロックされている場合は、これらのポートを手動で開く必要があります。

Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースの資料より:
レプリケーション通信は特定のポートに依存しており、ファイアウォールでそれらのポートを許可する必要があります。クラスターが異なるサブネットにある場合、または外部ファイアウォールが存在する場合は、これらの

ポートを明示的に開く必要があります。

「modify_firewallコマンドは、クラスタノードのポートを開いたり閉じたりするために使用されます。レプリケーションおよびリモートサイト通信では、通常、eth1が外部レプリケーショントラフィックに使用されます。」eth1

は通常、外部接続およびレプリケーショントラフィックに使用されるため、modify_firewallを使用してこのインターフェースのポートを開くと、通信ブロックが解決されます。

最新問題: 19
新しいワークロードを追加した後、全体的な実行期間は 365日未満になりましたが、シナリオでは依然としてクラスターが良好な状態であることが示されています。
なぜ？

A. Storage Runwayはまだ良いからです。
B.新しいワークロードは持続可能であるためです。
C.推奨リソースがあるからです。
D.ターゲットは1か月だからです。
Answer: (解答を表示する)
クラスターランウェイが 365日未満であっても、インテリジェントオペレーションによってワークロードが持続可能であると判断された場合、必ずしも問題が発生するわけではありません。
*オプション B (新しいワークロードは持続可能であるため)が正解です。
* Nutanixはリソースの傾向を分析し、新しいワークロードが予測された容量内であればクラスターを正常としてマークします。
*オプション A (Storage Runwayはまだ有効)は誤りです。
*ストレージは 1つのコンポーネントですが、CPUとメモリも滑走路の計算に影響します。
*オプション C (推奨リソース)は誤りです:
*推奨事項は容量の最適化に役立ちますが、クラスターの健全性を定義するものではありません。
*オプションD（目標は1か月）は誤りです。
*シナリオのターゲットウィンドウは、実際の滑走路の計算には影響しません。
参考文献:
* Nutanix Prism Centralガイド #キャパシティプランニングとランウェイ分析
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* Nutanix KB #キャパシティランウェイとワークロードの持続可能性の理解

最新問題: 20
管理者は、GPUを搭載した AHVホストで LCMアップグレードを実行する必要があります。
ホストをアップグレードする前に、どのような追加手順が必要ですか?
A. GPUドライバーがインストールされている各ホストにエージェント VMを作成します。
B. LCMをダークサイトモードで実行し、AHVを個別に更新できるようにします。
C.適切なドライバーバンドルをアップロードするには、直接アップロードを使用します。
D. NCCを最新バージョンに更新し、インベントリを再実行します。
Answer: C (メーッセージを残す)
GPUを搭載した AHVホストをアップグレードするには、GPUファームウェアは自動的に更新されないため、正しい GPUドライバーを LCMに手動でアップロードする必要があります。
*オプション C (直接アップロードを使用して適切なドライバーバンドルをアップロードする)が正解です。
* LCMは GPUドライバーを自動的に取得しません。
*管理者は、アップグレードする前に適切なファームウェアバンドルをダウンロードし、手動でアップロードする必要があります。
*オプションAは不正解です。
* GPUの更新にはエージェント VMは必要ありません。
*オプションBは不正解です。
* LCMをダークサイトモードで実行しても、GPUファームウェアの更新には影響しません。
*オプションDは不正解です。
* NCCを更新することはベストプラクティスですが、GPUドライバーの問題は解決されません。
参考文献:
* Nutanix LCMガイド#GPUファームウェアバンドルの手動アップロード
* Nutanix KB#GPU搭載の AHVホストのアップデート

最新問題: 21
ホストメモリをアップグレードするときに最初に実行する必要があるタスクは何ですか?
A.アウトオブバンド管理インターフェースを使用してホストを正常に停止します。
B.クラスターからノードを削除します。
C. AHVコマンドラインインターフェースから「shutdown -h now」を実行します。
D.ノードをメンテナンスモードにする
Answer: D (メーッセージを残す)
Nutanix ECAコースでは、ホストメモリの追加など、クラスタの安定性とデータの可用性を確保するためのハードウェアアップグレードの詳細な手順を学習します。ホストメモリのアップグレードでは、実行中のVMやクラスタ
の動作を中断させないよう、ノードを安全に準備する必要があります。

Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースドキュメントからの抜粋:
*モジュール:クラスタ管理、セクション:ハードウェアアップグレード「ホストメモリの追加などのハードウェアアップグレードを実行する前に、ノードをメンテナンスモードにする必要があります。これにより、すべてのVM

が他のノードに移行され、ホストがクラスタ操作から安全に分離されます。」

*モジュール:ホストメンテナンス、セクション:メンテナンスモード「ノードをメンテナンスモードにすることは、ハードウェアアップグレードの最初のステップです。メンテナンスモードでは、すべてのVMが他のノードに移

行され、コントローラVM (CVM)が停止し、ホストが安全にシャットダウンまたはハードウェア交換できるように準備されます。」オプションの説明:
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* A.アウトオブバンド管理インターフェースを使用してホストを正常に停止するこれは誤りです。メンテナンスモードに移行せずにアウトオブバンド管理インターフェース（IPMIやiLOなど）経由でホストを停止すると、実行中
のVMやクラスタサービスが中断されるリスクがあります。ECAコースでは、「メンテナンスモードに移行せずにホストをシャットダウンすると、VMが移行されないため、VMがクラッシュし、データが利用できなくなる可能性

があります」と警告しています。

* B.クラスターからノードを削除するこれは誤りです。クラスターからノードを削除すると、そのノードは永続的にクラスターのメタデータとストレージプールから切り離されるため、再参加するには再イメージングが必要に
なります。メモリの追加などの一時的なハードウェアアップグレードには適していません。ECAコースでは、「ノードの削除はハードウェアアップグレードには必須ではなく、クラスター構成を混乱させるため避けるべきです」
と説明されています。

* C. AHVコマンドラインインターフェースから「shutdown -h now」を実行する。これは誤りです。メンテナンスモードに入らずにAHVホストでshutdown -h nowを実行すると、ホストが突然停止し、VMがクラッシュしたり、クラ

スタの動作が中断したりする可能性があります。ECAコースでは、「メンテナンスモードに入らずにCLI経由でホストを直接シャットダウンすると、データ損失やサービス中断のリスクがあります」と注意書きされています。
* D.ノードをメンテナンスモードにするこれが正解です。ノードをメンテナンスモードにすることは、ハードウェアアップグレードの最初のステップです。すべてのVMを他のノードに安全に移行し、CVMを停止し、ホストを
シャットダウンまたはハードウェア交換に備えるためです。ECAコースでは、メンテナンスモードによってアップグレード中のクラスタの安定性が確保されることを強調しています。
*補足情報:「ホストメモリをアップグレードするには、Prism ElementまたはCLIコマンドncli host maintenance_modeを使用してノードをメンテナンスモードにしてください。これにより、安全なVM移行とホストの分離が保証

されます。」ECAからの追加情報:

*メンテナンスモードのプロセス：Prism Elementでは、「ハードウェア」>「ホスト」>「メンテナンスモードに入る」でメンテナンスモードを有効にできます。このプロセスでは、ライブマイグレーションを使用してVMを自動的に

移行し、CVMを停止し、ホストを分離します。AHVの場合、CLIコマンドはncli host maintenance_mode id=<host_id> enable=trueです。
*メモリのアップグレード:メンテナンスモードに入った後、ホストの電源を安全にオフにしてメモリを追加し、その後、電源を再度オンにしてメンテナンスモードを終了できます。
Web検索結果からの補足情報:
Nutanixバイブル (https://www.nutanix.com/go/the-nutanix-bible)では、次のように確認されています。「メンテナンスモードは、ホストハードウェアのアップグレードに必要な最初のステップであり、メモリアップグレードな

どの変更の前に、VMが移行され、ノードが分離されていることを確認します。」

最新問題: 22
管理者は、vGPU対応の VMを同じクラスター内の 1つのホストから別のホストにライブ移行したいと考えています。
移行を開始する前にどのような要件を満たす必要がありますか?
A. VMのホストアフィニティはホストに対してである必要があります。
B. VMはエージェント VMとして構成する必要があります。
C. vGPUプロファイルを変更する必要があります。
D.ターゲットホストには VMをサポートするのに十分なリソースがあります。
Answer: D (メーッセージを残す)
Nutanix AHV仮想化ガイドでは、vGPU対応VMのライブマイグレーションは、移行先ホストに互換性のあるGPUハードウェアが搭載され、VMに割り当てられたプロファイルと一致するvGPU容量が利用可能である場合にのみ
可能と説明されています。また、移行を続行するには、VMが「移行先ホスト上に十分かつ同等のGPUリソース」を備えている必要があると記載されています。ホストアフィニティは制限要因であり、必須ではありません。
エージェントVMは移行を想定して設計されていません。ターゲットホストが現在割り当てられているvGPUプロファイルをサポートしている限り、vGPUプロファイルを変更する必要はありません。したがって、ターゲットホ
ストに十分な互換性のあるリソースがあることが必須条件となります。

最新問題: 23
管理者がログインして VMテンプレートに OSパッチを適用できるようにする一時的な VMを展開する機能はどれですか?
A.構成の更新
B.ゲストOSのアップデートを完了する
C.ゲストOSを更新する
D.テンプレートからVMを作成する
Answer: B (メーッセージを残す)
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最新問題: 24
Nutanixでカテゴリを作成するには何が必要ですか?
A.名前と値
B.ポリシーとエンティティ
C.サービスとスコープ
D.カタログとテンプレート
Answer: A (メーッセージを残す)
Nutanixのカテゴリはリソースをグループ化するために使用され、定義には名前と値のみが必要です。
*オプションA（名前と値）が正解です。
*カテゴリには、名前 (例:「Production VMs」)と値 (例:「Tier 1」)が必要です。
*これらは、ポリシーベースの管理のために VM、ストレージ、およびその他のリソースに適用されます。
*オプション B (ポリシーとエンティティ)は誤りです。
*ポリシーではカテゴリを使用しますが、カテゴリを定義する必要はありません。
*オプション C (サービスと範囲)は誤りです。
*カテゴリにはサービスや定義された範囲は必要ありません。
*オプション D (カタログとテンプレート)は正しくありません。
*これらはカテゴリではなく、セルフサービスプロビジョニングに適用されます。
参考文献:
* Nutanix Prism Centralガイド #カテゴリの作成と管理
* Nutanix KB #RBACと VMグループ化のためのカテゴリの使用

最新問題: 25
Prism Elementでは、12ノードの FT2クラスターで一度にいくつのノードをメンテナンスモードにできますか?
A. 1
B. 2
C. 3
D. 4
Answer: A (メーッセージを残す)
12ノードのFT2クラスタでは、一度に1ノードのみをメンテナンスモードにすることができます。これにより、クラスタのデータの冗長性と保護が維持されます（FT2は2つの障害耐性を示します）。
Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースの資料より:
FT2クラスターの場合、クラスターの障害耐性とクォーラム維持能力を確保するために、一度に最大 1つのノードをメンテナンスモードにすることができます。

最新問題: 26
管理者が物理MySQLデータベースをNutanixクラスタに移行しました。移行後、ピーク負荷IOPSが予想よりも低下し、レイテンシが増加しました。
この動作を改善するために管理者が実行する必要がある 2つの手順はどれですか? (2つ選択してください。)
A. SQLデータ用の追加の vDiskを作成します。
B. LVMを使用して、SQLデータを複数の vDiskにストライプ化します。
C. SQLデータ vDiskがシンプロビジョニングされていることを確認します。
D. SQLデータ vDiskがシックプロビジョニングされていることを確認します。
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Answer: (解答を表示する)
Nutanixストレージアーキテクチャは分散データパスを採用しており、各vDiskは分散論理オブジェクトを表します。データベースのパフォーマンスに関するベストプラクティスでは、次のように述べられています。
「複数のvDiskはNutanixストレージスタック全体で並列処理を提供し、I/Oキューの深さを増やし、複数のCVMに操作を分散します。」また、Linuxベースのデータベースワークロードのガイダンスでは、次のように規定されてい

ます。

「複数の vDiskにわたる LVMストライピングを使用すると、複数の I/Oチャネルが統合され、並列読み取り/書き込み操作が強化されるため、スループットが向上します。」メタデータ駆動型ストレージエンジンにより、両方の

タイプで同じ I/Oパフォーマンスが得られるため、Nutanix環境ではシンプロビジョニングとシックプロビジョニングの違いはパフォーマンスには関係ありません。
したがって、追加の vDiskとそれらにわたるストライプ化により、データベースのパフォーマンスが向上します。

最新問題: 27
ある企業は、複数のビジネスクリティカルなアプリケーションを保護するために Nutanix Disaster Recovery (DR)を評価しています。
一部のアプリケーションは 3層アーキテクチャを使用して構築されており、相互依存性があります。
フェイルオーバー後、VMの静的 IPアドレスは保持されますが、DNS構成は失われます。
管理者はこの問題を解決するためにどのように進めればよいでしょうか?
A.セルフサービス復元を構成します。
B.静的に割り当てられた DNS IPアドレスを保持するために、ゲスト内カスタムスクリプトを作成します。
C.保護されたWindows VMに Network Managerコマンドラインツール (nncli)をインストールします。
D.保護ドメインを構成します。
Answer: B (メーッセージを残す)
Nutanix Disaster Recoveryのフェイルオーバー中、VMは静的 IPを保持しますが、DRサイトのネットワーク構成がプライマリサイトと異なる場合は DNS設定が失われる可能性があります。
*オプション B (ゲスト内カスタムスクリプトを作成する)が正解です。
*カスタムスクリプトを使用すると、Windowsまたは Linux VMはフェールオーバー後に DNS設定を自動的に復元できます。
*これらのスクリプトは、Nutanix DRポリシーのフェイルオーバー後の自動化を使用して実行できます。
*オプション A (セルフサービス復元)は正しくありません。
*セルフサービス復元は、ネットワーク設定ではなく、削除されたファイルのエンドユーザーによる回復に使用されます。
*オプション C (nncliツール)は正しくありません:
* Thenncliツールはネットワークのトラブルシューティングに使用されますが、DNS設定を自動的に復元するものではありません。
*オプション D (保護ドメインを構成する)は正しくありません。
*保護ドメインはレプリケーションポリシーを定義しますが、フェイルオーバー後に DNS設定を修正しません。
参考文献:
Nutanixディザスタリカバリガイド #フェイルオーバー自動化とネットワーク構成 Nutanixバイブル #DRシナリオにおける VMリカバリと IP管理 Nutanix KB #ディザスタリカバリにおける DNS設定の保持

最新問題: 28
管理者はWitnessを使用して AHV Metro Availabilityを構成し、フェイルオーバーシナリオをテストしています。
テスト中、管理者はプライマリクラスターとリカバリクラスターを切断しますが、Prism Centralはリカバリサイトに接続されたままになります。
予想されるシステムの動作を 2つ挙げてください。(2つ選択してください。)
A.接続が回復するまで、ゲスト VMの I/O操作は一時停止 (フリーズ)されます。
B. Prism Centralとプライマリサイト間の接続が復元されるまで、ゲスト VMの I/O操作は一時停止 (フリーズ)されます。
C.ゲスト VMはリカバリクラスターに自動的にフェールオーバーします。
D.ゲスト VMはプライマリクラスター上で引き続き実行されます。
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Answer: A,C (メーッセージを残す)
Metroクラスター間の接続が失われた場合、Nutanix Metro AvailabilityはWitnessを使用して自動フェイルオーバーを行い、データの整合性を確保します。
*オプション A (接続が回復するまでゲスト VMの I/O操作が一時停止する)が正しいです。
* Metro Availabilityはデータの一貫性を強制するため、フェイルオーバーが確認されるまで I/O操作は一時停止されます。
*オプション C (ゲスト VMはリカバリクラスターに自動的にフェールオーバーする)が正解です。
* Witness VMは障害を検出し、セカンダリクラスターへの自動フェールオーバーを開始します。
*オプションBは不正解です。
* Prism Centralは、Metro Availabilityにおける VMフェイルオーバーを制御しません。
*オプションDは不正解です。
*プライマリクラスターに到達できないため、VMはそこで実行を継続できません。
参考文献:
* Nutanix Metro可用性ガイド#Witnessによるフェイルオーバーシナリオの処理方法
* Nutanix KB#メトロクラスタにおける I/Oフリーズとフェイルオーバー動作

最新問題: 29
管理者は、単一ノードクラスタを使用して展開された複数のリモートロケーションにおけるレプリケーションスケジュールを設定しています。目標は、RPO（復旧ポイント目標）を可能な限り低くすることです。
管理者はレプリケーションスケジュールをどのように構成する必要がありますか?
A. NearSyncレプリケーションを構成します。
B. 16分から 59分のスケジュールを設定します。
C.非同期レプリケーションを構成します。
D. 1分から 15分までのスケジュールを設定します。
Answer: D (メーッセージを残す)
Nutanix NearSyncレプリケーションは、最も低い RPO (最短 1分)を提供し、DRシナリオでのデータ損失を最小限に抑える最適なオプションです。
*オプション D (1分から 15分までのスケジュールを構成する)が正解です。
* NearSyncは、最短 1分の RPOを可能にし、ほぼ継続的なデータ保護を提供します。
*これは、データ損失を最小限に抑える必要があるミッションクリティカルなアプリケーションに最適です。
*オプション A (NearSyncを構成する)は正しくありません。
* NearSyncは最良の選択ですが、有効にするだけでは不十分です。スケジュールを1に設定する必要があります。
15分。
*オプションB（16～59分）は誤りです。
* NearSyncは1～15分の範囲で動作します。15分を超える時間を設定すると、デフォルトで非同期レプリケーションが実行されます。
*オプション C (非同期レプリケーション)は誤りです:
*非同期レプリケーションの RPOは通常 1時間以上であり、最低 RPO要件を満たしません。
参考文献:
* Nutanix保護ポリシーガイド#NearSyncと非同期レプリケーション
* Nutanixバイブル#災害復旧における RPOと RTO
* Nutanix KB#シングルノードクラスタのNearSyncレプリケーションの構成

最新問題: 30
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管理者は、今後のメンテナンス期間の計画を立てています。管理者は、メンテナンス期間中にアップグレードが失敗する可能性を最小限に抑え、問題なく更新を完了したいと考えています。

アップグレード中に発生する可能性のある障害のリスクを軽減するために、管理者はどのようなアクションを実行する必要がありますか?
A. LCMからアップグレード事前チェックを実行します。
B. AOSを LCMから最新バージョンにアップグレードします。
C.再起動が成功することを確認するために、各 CVMを 1つずつ再起動します。
D.再起動が成功したことを確認するために、各ホストを 1つずつ再起動します。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 31
管理者は、すべての Nutanixサイトのファームウェアアップグレードを実行する任務を負っています。
シングルノードクラスタを備えたリモートサイトでLife Cycle Manager (LCM)経由でファームウェアのアップグレードを実行しようとしたところ、利用可能なファームウェアアップデートが表示されません。管理者は、現在イ
ンストールされているファームウェアが数リビジョン前であることを確認しました。

このクラスターの LCMにファームウェアアップグレードがリストされていないのはなぜですか?
A.単一ノードクラスターは、1つのディスクのファームウェアアップグレードのみをサポートします。
B. LCMは単一ノードクラスターではサポートされません。
C. LCMは、単一ノードクラスターではファームウェアのアップグレードを実行できません。
D. LCMはインターネットに接続されていません。
Answer: C (メーッセージを残す)
Nutanix Life Cycle Manager（LCM）は、Nutanixクラスタ全体のファームウェアおよびソフトウェアのアップグレードを管理および自動化するように設計されています。ただし、LCM経由のファームウェアアップグレードは、シ
ングルノードクラスタではサポートされていません。この制限については、ECAコース、LCMの公式リリースノート、およびガイドに記載されています。
Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースの資料より:

「LCMは、シングルノードクラスタでのファームウェアアップグレードをサポートしていません。これらのクラスタでは手動アップグレードが必要であり、ファームウェアリビジョンの状態に関係なく、LCMは利用可能な

ファームウェアアップデートをリストしません。」その他のオプション：

* Aは不正解です。単一ノードクラスターには、「1つのディスク」ファームウェアアップグレードに特有のこの制限はありません。これは、LCMのすべてのファームウェアタスクに適用される完全な制限です。
* Bは誤解を招く恐れがあります。LCMは、Nutanixクラスターでは一般的にサポートされていますが、単一ノードクラスターのファームウェアタスクではサポートされていません。
* Dは不正解です。インターネット接続がない場合、通常はダウンロードまたは接続の問題に関連するエラーが表示され、ファームウェアの更新が完全に存在しないわけではありません。

有効な NCP-MCI-6.10問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい NCP-MCI-6.10試験問題集！ GoShiken.comが最新の NCP-MCI-6.10試験問題集を提供しています。GoShiken.com NCP-MCI-6.10試験問題は最
新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com NCP-MCI-6.10問題集をゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/Nutanix/NCP-MCI-6.10-mondaishu.html (17630%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引

コード: Freepdfdumps)

最新問題: 32
別紙を参照してください:
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管理者は、メモリオーバーコミット機能を活用する 2つの仮想マシン (VM4と VM5)を作成する必要があります。
VM4が作成され実行されると、管理者は VM4が 28 GBの RAMしか使用していないことに気付きます。
VM5に電源を入れるために割り当てることができる RAMの最大量はどれくらいですか?
A. 4GB
B. 8GB
C. 16GB
D. 32GB
Answer: (解答を表示する)
展示とメモリの割り当てを理解する

ホストには 128GBの物理 RAMがあります。
3つの VM (VM1、VM2、VM3)にわたる現在のメモリ割り当ては 128 GBですが、実際に使用されているのは 92 GBのみです。
これは、割り当て可能な未使用のメモリが 36 GBあることを意味します。
ステップバイステップの内訳

VM4を追加する前の既存のメモリ使用量
合計物理RAM:128GB
実行中のVM（VM1、VM2、VM3）で使用されている容量：92GB
未使用メモリ:36GB
VM4の作成と実行後
VM4にはメモリが割り当てられていますが、28 GBしか使用しません。
表には VM4に割り当てられた RAMは表示されませんが、適切な割り当てが行われたと仮定すると、36 GBの未使用メモリプールから取得されたはずです。
VM4が 28GBを使用する場合、残りの未使用メモリは (36GB - 28GB) = 8GBになります。
VM5の最大メモリ割り当て
未使用部分は 8GBのみなので、VM5の電源をオンにしたまま割り当てることができる最大メモリは 8GBです。
回答の選択肢を評価する

(A) 4GB#(誤り)
より多くのメモリ（8GB）が使用可能なので、4GBに制限する必要はありません。
(B) 8GB#(正解)
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VM4の後に残っている未使用のメモリは 8 GBなので、VM5には電源をオンにしたまま最大 8 GBまで割り当てることができます。
(C) 16GB#(誤り)
残り8GBしかないので16GBは無理です。
(D) 32GB#(誤り)
32GBを割り当てるのに十分な未使用メモリがありません。
重要な概念: Nutanixメモリオーバーコミット
Nutanix AHVはメモリオーバーコミットをサポートしており、メモリバルーニングとスワッピングを使用して、物理的に利用可能なメモリよりも多くのメモリを VMに割り当てることができます。
ただし、パフォーマンスに影響を与えずに VM5をオンにするには、使用可能な未使用メモリ (8 GB)内に収まる必要があります。

最新問題: 33
アプリケーション要件により、管理者は AHVクラスターでマルチキャスト構成をサポートする必要があります。
マルチキャストトラフィックがそれを受信する必要のある VMにのみ転送されるように、ネットワークトラフィックを最適化するために使用できる AHV機能はどれですか。
A. LACP
B.ネットワークセグメンテーション
C. IGMPスヌーピング
D. LLDP
Answer: (解答を表示する)
Nutanix AHVネットワークドキュメントでは、IGMPスヌーピングは、AHV仮想スイッチがIGMPメンバーシップレポートを通じて特定のマルチキャストグループに参加しているVMを認識できるようにする機能であると説明さ
れています。ドキュメントによると、IGMPスヌーピングを有効にすると、マルチキャストトラフィックはマルチキャストグループに登録されているVMにのみ転送され、すべてのポートにマルチキャストパケットが不必要にフ
ラッディングされるのを防ぎます。LACPはNICボンディング、ネットワークセグメンテーションはネットワークを分離するためのもので、LLDPはリンク層デバイスの検出のためのものです。これらの機能はいずれもマルチ
キャストトラフィックを選択的に配信するものではありません。IGMPスヌーピングだけが、前述の最適化されたマルチキャスト転送を提供します。

最新問題: 34
管理者は、Hyper-Vクラスター上で実行されている Prism Centralで NTPを構成する必要があります。
管理者はこのタスクをどのように完了する必要がありますか?
A. DNSサーバーの IPを追加します。
B.ドメインコントローラーの IPを追加します。
C.外部 NTPサーバーを追加します。
D. DNSホスト名を持つサーバーを追加します。
Answer: C (メーッセージを残す)
Nutanixプラットフォームのタイミングガイドラインでは、Prism Centralで適切な認証、イベントログ、証明書検証、クラスタオーケストレーションを実現するために、正確なクロック同期が必要であると規定されています。こ
のドキュメントには、「NTPはアクセス可能で信頼性の高いタイムソースに設定する必要があり、ベストプラクティスとしては、Prism Centralを外部の独立した標準ベースのNTPサーバーを使用するように設定することです」と

記載されています。ドメインコントローラーの使用は、DC自体が信頼できる外部NTPソースと適切に同期されている場合にのみ許容されますが、Nutanixはハイパーバイザーおよびマルチクラスタ環境間の一貫性を確保するた
めに、Prism Centralで外部ソースを直接指定することを強く推奨しています。DNSサーバーのIPアドレスの追加は時間とは関係ありません。ホスト名の追加は、それが機能しているNTPサーバーに解決される場合にのみ有効で
すが、質問では正しい方法が求められており、許容される構文は求められていません。

したがって、外部 NTPサーバーを選択するのが正しい推奨構成です。

最新問題: 35
管理者は VMのパフォーマンスに関する苦情を受け取ります。
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展示に示されている VMの CPU準備時間データを確認した後、管理者は問題をさらに診断するためにどの手順を実行する必要がありますか?
A.各 CVMに割り当てられている vCPUの数を確認します。
B.ホストの CPU使用率を確認します。
C.クラスターの SSD容量を評価します。
D. VMメモリのオーバーサブスクリプションを有効にします。
Answer: B (メーッセージを残す)
問題を理解する

管理者は VMのパフォーマンスに関する苦情を調査し、CPU準備時間データを分析しています。
* CPU準備時間は、Nutanixおよび仮想化環境 (AHV、ESXi、または Hyper-V)において重要なメトリックです。
*リソースの競合により VMが CPUスケジューリングを待機している時間を測定します。
* CPU準備時間が長い場合、VMは実行の準備ができているが、ホストに利用可能な CPUリソースが不足しているために待機していることを示します。
展示の分析

*グラフには、複数の VMの CPU準備時間の急上昇が表示されます。
*一部の VMでは、CPU準備時間が 18%～ 21.5%を超えており、非常に高くなっています。
*正常な CPU準備時間は 5%未満である必要があります。
* 10%を超える値は CPU競合を示し、20%を超える値は重大なため、すぐにトラブルシューティングを行う必要があります。
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回答の選択肢を評価する

#(A)各CVMに割り当てられたvCPUの数を確認します。(誤)
* CVM (コントローラー VM)には固定の CPU割り当てがあり、Nutanixサポートからのアドバイスがない限り、vCPU数を変更することは推奨されません。
*この問題は CVM構成ではなく、VM CPU競合に関連しています。
#(B)ホストのCPU使用率を確認します。(正解)
* CPU準備時間が長い場合は、CPUのオーバーコミットメントまたはホストの飽和状態を示しています。
*管理者は、Prism Centralでホストの CPU使用率を確認し、クラスターが過負荷になっているかどうかを確認する必要があります。
*ホストの CPU使用率が常に 85～ 90%を超えている場合、VMは CPUリソースを競合しており、CPU準備時間が長くなります。
#(C)クラスターのSSD容量を評価します。(誤り)
* SSD容量はストレージパフォーマンス (レイテンシ、読み取り/書き込み速度)に影響しますが、CPU準備時間には影響しません。
* CPU準備時間が長いのは、ストレージのボトルネックではなく、CPUのスケジュールの問題です。
#(D) VMメモリのオーバーサブスクリプションを有効にします。(誤り)
*メモリのオーバーサブスクリプションは CPUのスケジューリングには影響しません。
*メモリのオーバーサブスクリプションを有効にすると RAMの割り当てに影響しますが、CPU準備時間は CPUの競合に厳密に関連します。
問題を診断して解決するための次のステップ

*ホストCPU使用率を確認する:
* Prism Central #分析 #ホストごとの CPU使用率に移動します。
* CPU負荷が高いホストを特定します。
* VM vCPUの割り当てを確認します。
* VMに過剰な vCPUが割り当てられていないことを確認します。過剰な vCPUが割り当てられていると、スケジュールの効率が悪くなる可能性があります。
* vCPUを過剰にプロビジョニングすると、不要な競合が発生する可能性があります。
*ホスト間でワークロードを分散:
* Nutanix AHV DRS (Dynamic Scheduling)または VMware DRSを使用して、ホスト間で VMを再配布します。
*特定のホストが過負荷になっている一方で、他のホストには余裕のある CPU容量があるかどうかを確認します。
*クラスターのスケールアウトを検討してください:
* CPU使用率が常に高い場合は、CPUの競合を減らすためにノードの追加が必要になることがあります。
マルチクラウドインフラストラクチャのリファレンスとベストプラクティス

* CPU準備時間のベストプラクティス:
* CPU準備時間を 5%未満に保ちます。
*負荷の高いホストでの vCPUのオーバーコミットを回避します。
* Prism Central Runway Metricsを監視して、将来の CPUリソースのニーズを予測します。
* Nutanix AHV CPUスケジューリングの最適化:
* VMのサイズ設定が適切であることを確認します (vCPUの過剰な割り当てを避けます)。
* Nutanix AHV DRSを使用してワークロードのバランスをとります。
参考文献:
* Nutanix Prism Central:パフォーマンス分析とCPUメトリクス
* Nutanixバイブル: VMパフォーマンスとリソース管理
* Nutanix KB: AHVでの CPU準備時間の増加のトラブルシューティング



最新問題: 36
管理者は、DRスナップショットが通知なしの不注意または悪意による削除から保護されるようにしたいと考えています。
これを実現するための最善の方法は何でしょうか?
A.承認ポリシーを作成して適用します。
B.アラートポリシーを作成して適用します。
C.ユーザーに DR管理者ロールを割り当てます。
D.イベントをアラートするプレイブックを作成する
Answer: A (メーッセージを残す)
Nutanix ECAコースでは、データ保護メカニズムについて解説します。特に、災害復旧（DR）スナップショットを不注意または悪意のある削除から保護する方法を取り上げます。DRスナップショットを保護しつつ通知を提供す
るには、削除アクションを制御および監視するためのポリシーベースのアプローチが必要です。ECAコースでは、Prism Centralの承認ポリシーを使用して、スナップショットの削除などの重要な操作を効果的に監視する方法に
重点を置いています。

Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースドキュメントからの抜粋:
*モジュール:データ保護、セクション:承認ポリシー「Prism Centralの承認ポリシーにより、管理者はスナップショットの削除などの操作に対するレビューと承認を強制できます。DRスナップショットの承認ポリシーを作成

することで、管理者は削除リクエストが指定された承認者によってレビューされることを保証し、不正な削除や偶発的な削除を防ぎ、関係者に通知を送信できます。」

*モジュール: Prism Central Management、セクション:ポリシーエンジン「DRスナップショットなどの重要なリソースを保護するために、削除操作に承認を要求する承認ポリシーを適用できます。これにより、明示的な許可な

しにスナップショットが削除されることがなくなり、監視を維持するために承認者に通知が送信されます。」オプションの説明:

* A.承認ポリシーを作成して適用するこれが正解です。Prism Centralの承認ポリシーは、DRスナップショットを不注意または悪意のある削除から保護するための最適な方法です。このポリシーでは、指定された承認者がスナッ
プショットの削除リクエストを確認し、承認する必要があるため、監視が確実に行われ、不正な操作を防止できます。承認者には通知が送信されるため、削除の試みを認識できるという要件を満たします。ECAコースでは、「承

認ポリシーは、削除前に必須のレビュープロセスを実施することで、DRスナップショットなどの重要なデータ資産を保護するのに最適です。」と強調されています。
* B.アラートポリシーの作成と適用これは不正解です。Nutanixのアラートポリシーは、システムイベントやしきい値（CPU使用率の上昇やディスク障害など）を管理者に通知するために使用されますが、スナップショットの削
除などのアクションを阻止することはできません。アラートポリシーは削除発生後に管理者に通知することはできますが、プロアクティブな保護を提供したり、承認を求めたりすることはできないため、質問の要件を満たして

いません。

ECAコースには、「アラートポリシーは事後対応型であり、スナップショットの削除などのアクションを制御または防止するのではなく、管理者にイベントを通知するように設計されています。」と記載されています。
* C.ユーザーにDR管理者ロールを割り当てるこれは誤りです。DR管理者ロールを割り当てると、スナップショットの削除を含むDR操作を管理する権限がユーザーに付与されますが、保護や通知メカニズムは追加されません。
実際、より多くのユーザーにアクセス権を付与することで、削除のリスクが高まる可能性があります。

ECAコースでは、「DR管理者ロールは、データ保護タスクの管理権限を提供しますが、承認ワークフローを強制したり、不正な削除から保護したりはしません」と述べています。
* D.イベント発生時にアラートを通知するプレイブックを作成するこれは誤りです。Nutanix Flowや Prism Centralのプレイブックは、イベントへの対応（リソースのスケーリングやアラートの送信など）を自動化するために使
用されますが、スナップショットの削除を防止したり、承認ワークフローを適用したりするようには設計されていません。プレイブックは削除イベント発生後に管理者にアラートを通知することはできますが、承認ポリシーが

提供するプロアクティブな制御機能は備えていません。

ECAコースでは、「プレイブックは自動修復や通知に適していますが、スナップショットの削除などのアクションの承認を強制することはできません」と明確に説明されています。ECAからの追加情報：

*承認ポリシーワークフロー：Prism Centralでは、「ポリシー」>「承認ポリシー」で承認ポリシーを作成し、DRスナップショットを対象リソースとして指定し、承認者を定義します。ユーザーが保護されたスナップショットを削除

しようとすると、リクエストは承認待ちとなり、承認者にメールまたはPrism Centralのインターフェースで通知が送信されます。
*ユースケース:リカバリに不可欠な DRスナップショットの場合、承認ポリシーにより、許可された担当者のみが削除を承認できるため、データ損失のリスクが軽減されます。
Web検索結果からの補足情報:
Nutanix Bible (https://www.nutanix.com/go/the-nutanix-bible)は、ECAドキュメントをサポートしています。「Prism Centralの承認ポリシーは、スナップショットの削除などの操作を細かく制御し、必須の承認ワークフローを通

じて重要な DRリソースが保護されるようにします。」

最新問題: 37
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別紙を参照してください:

管理者は、メモリオーバーコミット機能を活用する 2つの仮想マシン (VM4と VM5)を作成する必要があります。
VM4が作成され実行されると、管理者は VM4が 28 GBの RAMしか使用していないことに気付きます。
VM5に電源を入れるために割り当てることができる RAMの最大量はどれくらいですか?
A. 4GB
B. 8GB
C. 16GB
D. 32GB
Answer: B (メーッセージを残す)
展示とメモリの割り当てを理解する

*ホストには 128GBの物理 RAMがあります。
* 3つの VM (VM1、VM2、VM3)にわたる現在のメモリ割り当ては 128 GBですが、実際に使用されているのは 92 GBのみです。
*これは、割り当て可能な未使用のメモリが 36 GBあることを意味します。
ステップバイステップの内訳

* VM4を追加する前の既存のメモリ使用量
*合計物理RAM:128GB
*実行中のVM（VM1、VM2、VM3）で使用:92GB
*未使用メモリ:36GB
* VM4を作成して実行した後
* VM4にはメモリが割り当てられていますが、28 GBしか使用しません。
*表には VM4に割り当てられた RAMは表示されませんが、適切な割り当てが行われたと仮定すると、36 GBの未使用メモリプールから取得されたはずです。
* VM4が 28GBを使用する場合、残りの未使用メモリは (36GB - 28GB) = 8GBになります。
* VM5の最大メモリ割り当て
*未使用部分は 8GBのみなので、VM5の電源をオンにしたまま割り当てられる最大メモリは 8GBです。
回答の選択肢を評価する

* (A) 4GB#(誤り)
*より多くのメモリ（8GB）が使用可能なため、4GBに制限する必要はありません。
* (B) 8GB#(正解)
* VM4の後の未使用メモリは 8GBなので、VM5は電源オンを保証しながら最大 8GBまで割り当てることができます。
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* (C) 16GB#(誤り)
※残り8GBしか残っていないため、16GBは不可です。
* (D) 32GB#(誤り)
* 32GBを割り当てるのに十分な未使用メモリがありません。
重要な概念: Nutanixメモリオーバーコミット
* Nutanix AHVはメモリオーバーコミットをサポートしているため、メモリのバルーニングとスワッピングを使用して、物理的に利用可能な量よりも多くのメモリを VMに割り当てることができます。
*ただし、パフォーマンスに影響を与えずに VM5をオンにするには、使用可能な未使用メモリ (8 GB)内に収まる必要があります。

最新問題: 38
管理者は、VMが消費している複数のストレージ帯域幅メトリックを示す単一のグラフを作成する必要があります。
管理者はどのようなタイプのチャートを作成する必要がありますか?
A.メトリックチャート
B.エンティティチャート
C.ハイパーバイザーパフォーマンスチャート
D. VMサマリーチャート
Answer: B (メーッセージを残す)
Nutanix Prism Centralのエンティティチャートを使用すると、単一のエンティティ (VM、ストレージコンテナなど)からの複数のメトリックを 1つのグラフに表示できます。
*オプション B (エンティティチャート)が正解です。
*これにより、管理者は特定の VMの複数のパフォーマンスメトリック (読み取り/書き込み帯域幅、IOPSなど)を追跡できます。
*オプションA（メトリックチャート）は誤りです。
*メトリックチャートは、複数のエンティティにわたって単一のメトリックを追跡しますが、単一の VMに対して複数のメトリックを表示するという要件を満たしません。
*オプション C (ハイパーバイザーパフォーマンスチャート)は正しくありません。
*ハイパーバイザーパフォーマンスチャートは、VM固有の帯域幅メトリックではなく、ホストレベルのメトリックを追跡します。
*オプション D (VM概要チャート)は誤りです:
* VMサマリーチャートは概要のみを提供し、カスタムマルチメトリックトラッキングをサポートしていません

。

参考文献:
* Nutanix Prism Centralガイド#パフォーマンス分析のためのエンティティチャートとメトリックチャート
* Nutanix KB#Prism Centralでカスタムチャートを作成する

最新問題: 39
Linux VMは、単一の大規模サブネット上の複数のクライアントにサービスを提供します。クライアントの数は時間とともに変化します。クライアントはVMと物理システムで構成されます。
管理者は、クライアント接続が 2,000を超えると Linux VMでネットワークパフォーマンスの問題が発生することを確認しました。
問題を軽減するためにどのようなアクションを実行できますか?
A. RSS VirtIO-Netマルチキューを有効にします。
B. vNICをトランクモードで動作するように設定します。
C.仮想マシンに複数の vNICを追加します。
D. VirtIO-Net vNICを e1000モデルに変更します。
Answer: A (メーッセージを残す)
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Nutanix AHVネットワークのドキュメントでは、接続数の多いワークロードは単一のネットワークキューを飽和させ、受信側のボトルネックを引き起こす可能性があると説明されています。VirtIO-Netは、受信側スケーリング
（RSS）を備えたマルチキューをサポートしており、VMがパケット処理を複数のvCPUに分散することを可能にします。ドキュメントには次のように記載されています。
「RSSマルチキューを有効にすると、パケット処理を並列化することで、多数の同時ネットワークフローを処理するワークロードのパフォーマンスが向上します。」トランクモードでは、キューごとのパケット処理の制限は解決

されません。ボトルネックはインターフェース数ではなくキューレベルにあるため、vNICの追加は推奨されません。e1000アダプタを使用するとVirtIOと比較してパフォーマンスが低下するため、推奨されません。したがって、
数千のクライアント接続を処理するVMの場合、RSSマルチキューを有効にすることが適切なパフォーマンス最適化となります。

最新問題: 40
管理者は、次の構成のWindows Server 2019 VMでストレージパフォーマンスの問題が発生しています。
*仮想CPU: 1
*VRAM: 8GB
* vSCSI: VirtIO SCSIコントローラ
* vDisk: 2 (100GB、250GB)
* vNIC: VirtIOファストイーサネット
AHVクラスターは正常であり、他のWindows VMのパフォーマンスも良好です。
VMのパフォーマンスを向上させるには、どの構成変更を検討する必要がありますか?
A. 2番目の仮想ストレージコントローラー (vSCSI)を追加します。
B.ブリッジ (br0)で Balance-TCPを有効にします。
C.コントローラ VM (CVM)のリソースを増やします。
D. VMの vCPUの数を増やします。
Answer: D (メーッセージを残す)
単一の vCPUがボトルネックを引き起こし、VMが I/O要求を効率的に処理する能力を制限する可能性があります。
*オプション D (VMの vCPUの数を増やす)が正解です。
* Windowsでは、ディスクおよびネットワーク操作を処理するために十分な CPUリソースが必要です。
* vCPUを追加すると、VMはより多くの I/O操作を同時に処理できるようになり、パフォーマンスが向上します。
*オプションAは不正解です。
*追加のvSCSIコントローラは、ディスク I/Oワークロードが非常に高い場合にのみ役立ちます。
*オプションBは不正解です。
* Balance-TCPはストレージパフォーマンスではなく、ネットワークトラフィックに適用されます。
*オプションCは不正解です。
* CVMリソースは個々の VMのパフォーマンスに直接影響しません。
参考文献:
* Nutanix AHVパフォーマンスチューニングガイド
* Nutanix KB#AHV上のWindows VMパフォーマンスの最適化

最新問題: 41
管理者は、単一ホスト障害が発生した場合に、VMを別のノードに移行して再起動できることを確認したいと考えています。
この要件を満たすには、Prism Elementでどのようなアクションを実行する必要がありますか?
A.冗長係数を 3に設定します。
B. HA予約を有効にします。
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C.保護ドメインを構成します。
D. RF1ストレージコンテナーを構成します。
Answer: B (メーッセージを残す)
ノード障害発生時に VMの高可用性 (HA)を確保するには、管理者は Prism Elementで HA予約 (オプション B)を有効にする必要があります。
* Nutanixの高可用性 (HA)により、VMが実行されているホストに障害が発生した場合でも、VMが別の利用可能なノードで再起動されることが保証されます。
*オプション A (冗長性係数 3)は、VMフェイルオーバーではなく、ストレージの冗長性に影響します。
*オプション C (保護ドメイン)は、ローカル HAフェイルオーバーではなく、災害復旧 (DR)に関連しています。
*オプション D (RF1ストレージコンテナー)はフォールトトレランスを低下させるため、実稼働環境には推奨されません。
参考文献:
* Nutanix Prism Elementガイド #HA予約の設定
* Nutanixバイブル #高可用性 (HA)とフェイルオーバー
* Nutanixサポート KB #HAを有効にした VMリカバリ

最新問題: 42
管理者は、災害復旧 (DR)テストに備えて保護ポリシーを設定する必要があります。
このタスクを達成するために必要な最初のステップは何ですか?
A.アプリケーションがサポートされている VMに NGT (Nutanix Guest Tools)をインストールします。
B.本番環境と DRの間にアベイラビリティーゾーンを作成します。
C.ソースクラスターを AHVに変換します。
D.ソース VMの特定時点のスナップショットを作成します。
Answer: (解答を表示する)
Nutanixのディザスタリカバリ (DR)保護ポリシーの場合、最初のステップは、実稼働クラスターと DRサイト間の接続を確立することです。これは、アベイラビリティゾーン (AZ) (オプション B)を作成することによって実行
されます。

*可用性ゾーン (AZ)はレプリケーション用のリモートサイトを定義し、保護ドメインと災害復旧計画を構成するための要件となります。
*オプション A (NGTのインストール)はレプリケーションの設定には必要ありませんが、アプリケーション整合性のあるスナップショットには役立ちます。
* Nutanixは ESXiと AHV間のクロスハイパーバイザー DRをサポートしているため、オプション C (ソースクラスターを AHVに変換する)は必要ありません。
*オプション D (ポイントインタイムスナップショットの作成)は、可用性ゾーンと保護ポリシーを設定した後の後のステップです。
参考文献:
* Nutanix保護ポリシーと DRドキュメント
* Nutanixバイブル #災害復旧計画
* Nutanixサポート KB #Prism Centralでのアベイラビリティゾーンの設定

最新問題: 43
管理者は最近、スケールアウト型Prism Centralクラスタで転送中データ暗号化（Data-in-Transit Encryption）を有効化し、クラスタノード間のサービスレベルトラフィックの暗号化を実現しようとしました。しかし、ファイア
ウォールの制限により、この機能は動作しませんでした。

転送中のデータの暗号化のためにファイアウォールを通過できるようにする必要がある CVM固有のポートはどれですか?
A. 2009
B. 2010
C. 2020
D. 9440
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Answer: C (メーッセージを残す)
Prism CentralおよびCVMの転送中データ暗号化には、特定の内部通信ポートを開く必要があります。Nutanixの内部コンポーネントドキュメントには次のように記載されています。
ポート2020は、Nutanix暗号化サービスがデータ転送時の暗号化処理中にCVM間通信を暗号化するために使用します。このポートは、コントロールプレーンサービス間の安全なトンネルを確立するために不可欠です。ポート
2009と2010は他のCVMサービス（Stargate、Curatorコーディネーションなど）によって使用されますが、トランスポート暗号化には使用されません。ポート9440はPrism UI/APIトラフィック用であり、管理のためにアクセス可
能である必要がありますが、バックエンドサービスのトラフィックの暗号化には使用されません。

したがって、管理者は、転送中のデータ暗号化機能を有効にするためにポート 2020が許可されていることを確認する必要があります。

最新問題: 44
管理者は、vGPU対応の VMを同じクラスター内の 1つのホストから別のホストにライブ移行したいと考えています。
移行を開始する前にどのような要件を満たす必要がありますか?
A.ターゲットホストには、VMをサポートするのに十分なリソースがあります。
B. vGPUプロファイルを変更する必要があります。
C. VMはエージェント VMとして構成する必要があります。
D. VMのホストアフィニティを特定のホストに設定する必要があります。
Answer: A (メーッセージを残す)
vGPU対応の VMは、移行先ホストに互換性のある GPUと十分なリソースがある場合にのみ移行できます。
*オプション A (ターゲットホストに十分なリソースが必要)が正解です。
*ターゲットホストには、VMをサポートするために同じ GPUモデルと十分なリソースが必要です。
* vGPUは互換性のないハードウェア間でライブ移行できません。
*オプション B (vGPUプロファイルの変更)は誤りです:
*ターゲットホストが同じ構成である限り、プロファイルを変更する必要はありません。
*オプション C (エージェント VMが必要)は誤りです:
* vGPU移行にはエージェント VMは必要ありません。
*オプション D (ホストアフィニティ)は誤りです:
*ホストアフィニティは移動を制限しますが、移行の前提条件ではありません。
参考文献:
* Nutanix AHVベストプラクティス #vGPU対応 VMの移行
* Nutanix KB #ライブマイグレーション vGPU VMの要件

最新問題: 45
管理者は、ビジネスクリティカルなアプリケーションの保護を任されています。アプリケーションはLinux VM上で実行されており、データの整合性を確保するためにアプリケーション整合性のあるスナップショットを必要と
するカスタムDBを使用しています。
管理者は pre_freezeスクリプトと post_thawスクリプトを作成し、/usr/local/sbin/の下に配置しました。
保護ドメインのスケジュール実行中にアラートが生成されます。

PostThawスクリプトの実行に失敗しました
問題を解決するために管理者が実行できる解決手順はどれですか? (2つ選択してください。)
A.スクリプトに nutanixユーザーの所有権と管理者アクセス権があることを確認します。
B. /usr/local/sbin/post_thawの NGTログを確認します。
C. NGTサービスが稼働していることを確認します。
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D.スクリプトを手動で実行し、成功することを確認します
Answer: (解答を表示する)
アプリケーション整合性スナップショットの問題 (スクリプト実行の失敗)を解決するには、次の 2つの重要なアクションが必要です。
* NGTサービスステータス:ECA資料より:
Nutanix Guest Tools (NGT)サービスは、アプリケーション整合性スナップショットの pre-freezeスクリプトと post-thawスクリプトの実行を担当します。NGTが実行されていない場合、これらのスクリプトは実行されませ
ん。

*スクリプト検証:
スケジュールされたスナップショット実行に頼る前に、pre-freezeスクリプトと post-thawスクリプトを手動で実行し、正常に完了することを確認してください。これにより、スクリプトのロジックや権限の問題を排除できま
す。スクリプトパス自体（Aおよび B）の所有権やログの確認は二次的なものであり、通常は根本原因の解決手順ではありません。

最新問題: 46
管理者は、Nutanixクラスタ上でアプリケーション検出を有効にしてアプリケーションを監視したいと考えています。APrism Centralインスタンスはすでに十分な CPUとメモリで構成されています。
アプリケーション検出を有効にする前に満たす必要があるその他の前提条件は何ですか? (2つ選択してください。)
A.十分な Prism Central VMリソース
B.インターネット接続
C. APIキーとキーID
D.ネットワークコントローラが有効になっています
Answer: A,B (メーッセージを残す)
Prism Centralでのアプリケーション検出には、アプリケーション署名を取得するための十分な Prism Centralリソースとアクティブなインターネット接続が必要です。
*オプション A (十分な Prism Central VMリソース)が正解です。
* Prism Centralでは、アプリケーション署名と検出データを処理するために十分な CPUとメモリが必要です。
*オプション B (インターネット接続)が正解です:
*アプリケーション検出は、アプリケーションパターンを認識するために Nutanixのクラウドデータベースに依存します。
*オプション C (APIキーとキー ID)が正しくありません。
*自動アプリケーション検出には APIキーは必要ありません。
*オプション D (ネットワークコントローラーが有効)は正しくありません。
*アプリケーションの検出は、ネットワークコントローラーの機能に依存しません。
参考文献:
* Nutanix Prism Centralガイド #アプリケーション検出の有効化と使用
* Nutanix KB #Prism Centralでのアプリケーション検出の要件

有効な NCP-MCI-6.10問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい NCP-MCI-6.10試験問題集！ GoShiken.comが最新の NCP-MCI-6.10試験問題集を提供しています。GoShiken.com NCP-MCI-6.10試験問題は最
新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com NCP-MCI-6.10問題集をゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/Nutanix/NCP-MCI-6.10-mondaishu.html (17630%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引

コード: Freepdfdumps)

最新問題: 47
お客様は、クラスタのランウェイを9か月間維持することを想定しています。6か月分の予算はありませんが、既存のクラスタに新しいワークロードを追加したいと考えています。
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展示内容に基づいて、顧客の予算期間を満たすために何が必要ですか?
A.目標を 9か月に変更します。
B.新しいワークロードの開始を延期します。
C.クラスター上で実行されているワークロードを削除します。
D.クラスターにリソースを追加します。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 48
管理者は、新しく登録された AHVクラスターのベースライン容量実行を計算するように求められています。
クラスターは 16日間実行されていますが、滑走路予測は表示されません。
キャパシティランウェイ予測が表示されないのはなぜですか?
A.キャパシティプランニングには少なくとも 30日分のデータが必要です。
B.キャパシティプランニングには少なくとも 21日分のデータが必要です。
C.キャパシティプランニングには少なくとも 3か月分のデータが必要です。
D.キャパシティプランニングには少なくとも 6か月分のデータが必要です。
Answer: B (メーッセージを残す)
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Nutanix Prism Centralでは、正確な Capacity Runway予測を生成するために、少なくとも 21日間の使用状況データが必要です。
*オプションB（21日間）が正解です。
* 21日間のデータが収集されるまで、滑走路分析は利用できません。
*オプションA（30日間）は誤りです。
*長期的な精度を保つには 30日間が推奨されますが、初期予測には必要ありません。
*オプション C (3か月)とオプション D (6か月)は誤りです。
*拡張データ収集により傾向の精度が向上しますが、滑走路の計算は 21日後に開始されます。
参考文献:
* Nutanix Prism Centralガイド #キャパシティランウェイ計算の理解
* Nutanix KB #新しいクラスターに容量ランウェイデータが表示されない理由

最新問題: 49
管理者は、次の条件で TestDataという名前のストレージコンテナーを作成する必要があります。
*複製係数（RF）= 1（RF1）
*インライン圧縮が有効
*重複排除が無効
*最大ストレージ容量 = 100 GiB
管理者はこのタスクをどのように完了する必要がありますか?
A. Prism Elementにログインし、アドバタイズされた容量が 100 GiBのストレージコンテナーを作成します。
B. Prism Elementにログインし、ストレージコンテナーを作成します。
C. Prism Centralにログインし、予約容量が 100 GiBのストレージコンテナーを作成します。
D. Prism Centralにログインし、ストレージコンテナーを作成します。
Answer: (解答を表示する)
Nutanixでストレージコンテナを作成する場合、管理者は正しい容量設定を構成する必要があります。
*オプション A (広告容量が 100 GiBの Prism要素)が正解です。
*アドバタイズされた容量は、コンテナーの論理的な制限 (つまり、使用可能として報告されるスペースの量)を定義します。
*インライン圧縮は Prism Elementで直接有効にできます。
*オプション B (アドバタイズされた容量なしで Prism要素で作成)は誤りです。
*広告容量を指定しないと、コンテナーは無制限にストレージを消費する可能性があります。
*オプション C (予約容量を使用して Prism Centralで作成)は誤りです。
*予約容量は、ストレージ制限ではなく、サービス品質 (QoS)ポリシーに適用されます。
*オプション D (容量制限なしで Prism Centralで作成)は誤りです。
* Prism Centralはストレージを管理できますが、RF1および圧縮ポリシーを直接適用することはできません。
参考文献:
* Nutanixストレージ管理ガイド #ストレージコンテナの作成と管理
* Nutanixバイブル #レプリケーション係数 (RF)とデータ最適化
* Nutanix KB #Nutanix AOSにおけるインライン圧縮のベストプラクティス

最新問題: 50
ある企業は、ビジネスに不可欠ないくつかのアプリケーションを保護するために Nutanix DRを評価しており、管理者に、運用環境に最高の回復力と最低の RPOを提供する最適な構成を見つけるように依頼しました。
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同社の実稼働環境は 2つの物理サイトに展開されており、各サイトで 1つの AHVベースのクラスターがホストされています。
どのような構成が会社の要件を満たすでしょうか?
A.各サイトにPrism Centralインスタンスを展開します。保護ドメインを使用してメトロ可用性を構成します。
B.各サイトに 1つの Prism Centralインスタンスを展開し、保護ポリシーを使用して同期レプリケーションを構成します。
C. Prism Centralインスタンスをサイトの1つに展開し、Prism Central Disaster Recoveryを構成し、Metro AHVをセットアップします。
D.いずれかのサイトにPrism Centralインスタンスを展開します。保護ドメインを使用してNearSyncレプリケーションを構成します。
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 51
管理者は、VM内でパフォーマンスの問題を経験しており、特定のVMにvCPUを追加する必要があると考えています。クラスタ全体のパフォーマンスは良好に見えます。
さらに vCPUを追加する必要があるかどうかを判断するには、どの 2つのメトリックを分析する必要がありますか? (2つ選択してください。)
A. VM CPU使用率
B. VM CPU準備時間
C.ホストメモリのスワップアウト率
D.ホストCPU使用率
Answer: A,B (メーッセージを残す)
Nutanix ECAコースでは、VMのパフォーマンス監視とトラブルシューティングに関するガイダンスを提供します。これには、追加のvCPUが必要かどうかを判断する際に分析すべき指標も含まれます。このシナリオでは、VMに
パフォーマンス問題が発生しているものの、クラスタ全体のパフォーマンスは良好で、問題がVM固有のものであることが示唆されています。
Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースドキュメントからの抜粋:
*モジュール:パフォーマンス監視、セクション: VMパフォーマンスメトリック「VMに追加の vCPUが必要かどうかを判断するには、VMの CPU使用率と VMの CPU準備時間を分析します。CPU使用率が高い場合は VMの

負荷が高いことを示し、CPU準備時間が長い場合は VMが CPUリソースを待機していることを示します。どちらも追加の vCPUが必要であることを示しています。」
*モジュール:トラブルシューティング、セクション: VMパフォーマンスの問題「VMでパフォーマンスの問題が発生した場合、VM CPU使用率と VM CPU準備完了時間は重要な指標です。CPU使用率は需要を示し、CPU準備

完了時間は競合やスケジュールの遅延を示し、vCPUの追加が必要かどうかを判断するのに役立ちます。」オプションの説明:

* A. VM CPU使用率正解です。VM CPU使用率は、VMが消費している CPUリソースの割合を示します。CPU使用率が高い場合（例：常に 80～90%を超える場合）、VMの負荷が高く、ワークロードを処理するために追加の
vCPUが必要になる可能性があります。ECAコースでは、「VM CPU使用率は、VMの CPU割り当てがワークロードに対して十分かどうかを評価するための主要な指標です」と強調されています。
* B. VM CPU Ready Time（VM CPU準備時間）正解です。VM CPU Ready Timeは、VMが実行準備完了の状態であるものの、競合やオーバーサブスクリプションのためにハイパーバイザーからのCPUリソースを待機している時
間を測定します。CPU Ready Timeが高い場合（例：5～10%以上）、VMが十分なCPUサイクルを確保できていないことを示唆しており、vCPUを追加することでこの問題を軽減できる可能性があります。ECAコースでは、「VM

CPU Ready Timeが高い場合、CPUの競合が発生していることを示しており、多くの場合、vCPUの追加やリソース割り当ての最適化によって解決できます」と説明されています。
* C.ホストメモリスワップアウトレートこれは誤りです。ホストメモリスワップアウトレートは、ホストのメモリ負荷を示し、メモリページがディスクにスワップされる原因となります。これはVMのパフォーマンスに影響を
与える可能性がありますが、CPUパフォーマンスとは無関係であり、vCPUの追加を正当化するものではありません。ECAコースでは、「ホストメモリスワップアウトレートはメモリ関連の問題に関連しますが、CPU割り当ての

決定には関連しません」と説明されています。

* D.ホストCPU使用率これは誤りです。ホストCPU使用率は、特定のVMではなく、ホスト全体のCPU使用率を測定します。クラスタ全体のパフォーマンスは良好であるため、ホストCPU使用率が高くなる可能性は低く、VMに
vCPUを追加する必要があるかどうかを直接示すものではありません。ECAコースでは、「ホストCPU使用率はクラスタ全体の指標であり、VM固有のCPUパフォーマンスの問題の診断にはあまり関係ありません」と明確に説明

されています。ECAからの補足情報：
*パフォーマンス監視ツール：Prism ElementまたはPrism Centralでは、「VM」>「Monitor」またはダッシュボードから、VMのCPU使用率とCPU準備時間を監視できます。これらのメトリックは、VMのCPU需要と競合に関する洞

察を提供します。

* vCPUの追加：ECAコースでは、vCPUの追加は注意が必要です。過剰割り当てはスケジューリングのオーバーヘッドによりCPU準備時間が長くなる可能性があるためです。ただし、CPU使用率と準備時間の両方が高い場合
は、vCPUの追加が妥当です。
Web検索結果からの補足情報:
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Nutanix Bible (https://www.nutanix.com/go/the-nutanix-bible)では、次のことがサポートされています。「VMのパフォーマンスの問題については、VM CPU使用率と CPU準備時間を分析して、追加の vCPUが必要かどうかを判

断します。これらのメトリックは、CPUの需要と競合を直接示すためです。」

最新問題: 52
管理者は物理 MySQLデータベースをレガシー 3層環境から Nutanixクラスターに移行しました。
移行後、管理者はピーク負荷時に IOPS数が予想よりも低く、レイテンシが高くなっていることに気付きました。
パフォーマンスを向上させるために管理者が実行する必要がある 2つの手順はどれですか? (2つ選択してください。)
A. SQLデータ vDiskがシックプロビジョニングされていることを確認します。
B. SQLデータ用の追加の vDiskを作成します。
C. LVMを使用して、SQLデータを複数の vDiskにストライプ化します。
D. SQLデータ vDiskがシンプロビジョニングされていることを確認します。
Answer: (解答を表示する)
MySQLのような高性能データベースでは、ストレージアクセスの最適化が重要です。
*オプション B (SQLデータ用の追加 vDiskを作成する)が正解です。
*複数の vDiskにより、NutanixDSF (分散ストレージファブリック)での並列処理が向上し、IOPSが向上します。
*オプション C (LVMを使用して SQLデータを複数の vDiskにストライプする)が正解です。
*複数のディスクにストライピングすると負荷が分散され、待ち時間が短縮されます。
*オプション A (シックプロビジョニングされた vDisk)は正しくありません。
* Nutanixは常に vDiskをシンプロビジョニングし、シックプロビジョニングでは IOPSは向上しません。
*オプション D (シンプロビジョニングされた vDisk)は正しくありません。
*すべての Nutanix vDiskはデフォルトでシンプロビジョニングされます。
参考文献:
* Nutanixバイブル #Nutanixでの SQLパフォーマンスの最適化
* Nutanix KB #Nutanixで MySQLを実行するためのベストプラクティス

最新問題: 53
VMが複数の VM-ホストアフィニティポリシーに関連付けられるとどうなりますか?
A.最新のポリシーが優先されます。
B.最も古いポリシーが適用されます
C. VMはすべてのポリシーから自動的に削除されます。
D.すべてのポリシーが同時に適用されます。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 54
管理者はNutanixディザスタリカバリソリューションの構成を担当し、サイト間の同期レプリケーションを確立しました。さらに耐障害性を高めるため、各サイトではローカルAHVクラスターを管理する独自のPrism Centralイ
ンスタンスを実行しています。

プライマリサイトでの計画されたデータセンターメンテナンスにはフェイルオーバーが必要であることが管理者に通知されました。

管理者はどの 2つの方法で進めるべきですか? (2つ選択してください。)
A.クラスター間でオンデマンドのライブマイグレーションを実行します。
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B.スタンバイサイトから計画されたフェイルオーバーを実行します。
C.プライマリサイトから計画外のフェイルオーバーを実行します。
D.プライマリサイトから計画的なフェイルオーバーを実行します
Answer: (解答を表示する)
同期レプリケーションが構成され、データセンターのメンテナンスのために計画的なフェイルオーバーが必要な場合、Nutanixでは、データの一貫性とサービスのスムーズな移行を確保するために、計画的なフェイルオーバー
を実行することを推奨します。

Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースの資料より:
計画的なフェイルオーバーにより、ワークロードの移行前にプライマリサイトとスタンバイサイト間のデータレプリケーションが完了し、一貫性が保たれていることが保証されます。これにより、データ損失を防ぎ、シームレ

スなリカバリが保証されます。さらに、

計画的なフェイルオーバーは、プライマリサイトまたはスタンバイサイトから開始できます。これにより、運用上の設定やメンテナンス期間中のサイトの可用性に応じて柔軟に対応できます。

計画外フェイルオーバーは、予期せぬサイト停止や壊滅的な障害が発生した場合にのみ使用してください。データ損失や不完全な同期が発生する可能性があるためです。したがって、適切なアプローチは、スタンバイサイト（B）
またはプライマリサイト（D）のいずれかから計画的なフェイルオーバーを実行することです。これにより、データセンターのメンテナンスイベント中のシームレスなワークロード移行が保証されます。

最新問題: 55
ユーザーがIntelligent Operations Analysisダッシュボードでレポートを作成しましたが、ダウンロードし忘れていました。しかし、Prism Centralに再度ログインした後、管理者はレポートが利用できなくなっていることに気付
きました。

最も可能性の高い原因は何でしょうか?
A.クラスタービューアーロールを持つユーザーがレポートを削除しました。
B.ユーザーが生成したレポートがアーカイブされました。
C.レポートは 24時間後に自動的に削除されます。
D.レポートはクラスターの Prism Elementに保存されます。
Answer: C (メーッセージを残す)
Nutanix Prism Centralでは、Intelligent Operations内のユーザー生成レポートは一定期間保存され、その後自動的に削除されます。
*オプション C (レポートは 24時間後に自動的に削除されます)が正解です。
*レポートは、スケジュールされたレポートでない限り、無期限に保存されることはありません。
* 1回限りのレポートは 24時間後に期限切れになります。
*オプション A (クラスタービューアーがレポートを削除した)は誤りです。
*クラスタービューアーにはレポートを削除する権限がありません。
*オプション B (レポートはアーカイブされました)は誤りです。
* Nutanixはレポートを自動的にアーカイブしません。
*オプション D (Prism Elementに保存されたレポート)は正しくありません。
*レポートは Prism Elementではなく、Prism Centralでのみ生成および保存されます。
参考文献:
* Nutanix Prism Centralガイド #インテリジェントな運用とレポート保持ポリシー
* Nutanix KB #Prism Centralのレポートが保存されない理由

最新問題: 56
コンサルタントは syslog監視を構成しており、監査モジュールから重要なログを受信したいと考えています。
望ましい出力を得るには、どの重大度レベル設定を構成する必要がありますか?
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A. 7
B. 2
C. 5
D. 0
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 57
Nutanix管理者がソフトウェアとファームウェアの中断のないアップグレードを実行できるようにする機能はどれですか?
A.ワンクリックアップグレード
B.データレプリケーション
C.プリズムセントラル
D.脈拍モニタリング
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 58
管理者は、保護ドメインを使用して、ボリュームグループに保存されているアプリケーションとそのデータを保護しています。

フェイルオーバーテスト中に、すべてのアプリケーション VMは正常に復元されますが、アプリケーションデータは完全に失われます。
将来この問題を回避するには、保護ドメインの構成をどのように調整すればよいですか? (2つ選択してください。)
A.「関連エンティティを自動保護する」チェックボックスをオンにします。
B.保護されたエンティティにボリュームグループを手動で追加します。
C.ボリュームグループを別の保護ドメインに配置します。
D.アプリケーション整合性スナップショットを使用します。
Answer: A,B (メーッセージを残す)
Nutanixの保護ドメイン (PD)は、フェイルオーバー中にアプリケーション全体とその関連データが保護されることを保証します。ただし、ボリュームグループ (VG)は明示的に構成されない限り自動的には含まれません。
*オプション A (「関連エンティティを自動保護する」を選択)が正解です。
*この設定により、関連付けられているボリュームグループ、ネットワーク、およびその他の依存関係が保護ドメインに自動的に含まれるようになります。
*これを有効にしないと、VM自体のみが保護され、フェイルオーバー時にアプリケーションデータが失われることになります。
*オプション B (保護されたエンティティにボリュームグループを手動で追加する)が正解です。
*「関連エンティティの自動保護」が有効になっていない場合、管理者はボリュームグループを保護ドメインに手動で追加する必要があります。
*これにより、両方の VMとそれらに接続されたボリュームグループが一緒に複製および回復されるようになります。
*オプション C (ボリュームグループを別の保護ドメインに配置する)は誤りです。
*ボリュームグループを別の PDに分離しても、VMと一緒にフェイルオーバーされることは保証されません。
*関連する VMとボリュームグループを同じ PDに保持することがベストプラクティスです。
*オプション D (アプリケーション整合性スナップショットを使用する)は誤りです。
*アプリケーション整合性スナップショットはデータの整合性を向上させますが、フェイルオーバーシナリオで欠落しているボリュームグループを修正しません。
参考文献:
Nutanixディザスタリカバリガイド#保護ドメイン構成とボリュームグループ Nutanix KB#ディザスタリカバリフェイルオーバーにボリュームグループが含まれていることを確認する

最新問題: 59
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管理者は、Scale-Out Prism Centralクラスタで転送中データ暗号化を有効にし、ノード間のサービスレベルトラフィックを暗号化しようとしました。しかし、ファイアウォールの制限により、この機能は正常に動作しませんでし
た。

転送中のデータの暗号化のためにファイアウォールを通過できるようにする必要がある CVM固有のポートはどれですか?
A. 2009
B. 2010
C. 2020
D. 9440
Answer: (解答を表示する)
Nutanixの転送中データ暗号化には、特定の CVMポートを介したノード間通信が必要です。
*オプション A (ポート 2009)が正解です:
* Port2009は、Nutanix CVM間の転送中データの暗号化に使用されます。
*安全な暗号化通信を可能にするには、ファイアウォールルールでこのポート上のトラフィックを許可する必要があります。
*オプション B (ポート 2010)は誤りです:
*ポート2010はCVM間の通信に使用されますが、暗号化は処理しません。
*オプション C (ポート 2020)は誤りです:
*このポートは暗号化ではなく、Acropolisファイルサービス (AFS)に使用されます。
*オプション D (ポート 9440)は正しくありません。
*ポート 9440は、内部 CVM暗号化ではなく、Prism Central Webアクセスに使用されます。
参考文献:
* Nutanixセキュリティガイド#保存データと転送中データの暗号化
* Nutanix KB#セキュアなクラスタ通信のためのファイアウォールポート要件

最新問題: 60
クラスターを拡張する場合、新しいノードを自動的に検出するには何が必要ですか?
A.新しいノードは同じハイパーバイザーバージョンを持っている必要があります。
B.物理スイッチでは IPv6マルチキャストを許可する必要があります。
C.新しいノードは同じ AOSバージョンを持つ必要があります。
D.物理スイッチでは IPv4マルチキャストを許可する必要があります。
Answer: D (メーッセージを残す)
Nutanixは、自動ノード検出とクラスター拡張に IPv4マルチキャストを使用します。
*オプション D (IPv4マルチキャストを許可する必要がある)が正解です。
*新しいノードを追加すると、Nutanix Clusterは IPv4マルチキャストトラフィックを使用してそれらを自動的に検出します。
*マルチキャストがスイッチレベルでブロックされている場合、新しいノードは自動的に検出されません。
*オプション A (ハイパーバイザーのバージョンが一致している必要があります)は正しくありません。
*ハイパーバイザーのバージョンは互換性があるはずですが、ノードの検出には影響しません。
*オプション B (IPv6マルチキャスト)は誤りです:
* Nutanixはクラスター検出に IPv6マルチキャストを使用しません。
*オプション C (AOSバージョンが一致している必要があります)は誤りです。
*ノードの AOSバージョンは若干異なる場合がありますが、互換性がある限り検出は機能します。
参考文献:
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* Nutanixベストプラクティス #クラスタ拡張と自動検出
* Nutanix KB #Nutanixがノード検出に IPv4マルチキャストを必要とする理由

最新問題: 61
管理者は、ローカルネットワークエンジニアと協力して、災害復旧（DR）フェイルオーバーのためのネットワークアーキテクチャを設計しています。DNSは適切に設計・実装されているため、DRでは本番環境とは異なるサブ

ネットを使用します。計画と実行を容易にするため、ネットワークエンジニアはDRで同じ最終オクテットを使用したいと考えています。
これを実現するための最善の方法は何でしょうか?
A. DRでのインスタンス化後にカスタムスクリプトを使用して IPアドレスを更新します。
B.プランオフセットベースの IPマッピングを活用します。
C. DRイベント後に VMにログインし、IPアドレスの最後のオクテットを更新します。
D. DR中にアドレスが動的に割り当てられるように IPAMを設定します。
Answer: (解答を表示する)
Nutanixリカバリプランでは、IPアドレス変換は IPアドレスマッピングと呼ばれる自動化メカニズムによって処理されます。このドキュメントでは、固定マッピングとオフセットベースのマッピングという 2つの方法につい
て説明しています。

オフセットベースのマッピングにより、管理者はDRフェイルオーバー時にサブネット部分のみをシフトしながら、最後のオクテットなどのホストID属性の一貫性を維持できます。社内ガイダンスには、「オフセットベースの

マッピングにより、ソースサブネットに適用されたオフセットを使用してターゲットIPアドレスを自動的に再計算できるため、ネットワーク全体でホスト固有のオクテットを維持できます」と記載されています。カスタムスク

リプトは可能ですが、Nutanixは既に組み込みの自動IP変換システムを提供しているため、推奨されません。フェイルオーバー後にVM内でIPを編集することは運用コストが高く、オーケストレーションされたDRワークフローの
目的に反します。IPAMは動的IP割り当てに役立ちますが、最後のオクテットマッピングの要件は維持されません。
したがって、オフセットベースの IPマッピングは、この要件に適したメカニズムです。

有効な NCP-MCI-6.10問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい NCP-MCI-6.10試験問題集！ GoShiken.comが最新の NCP-MCI-6.10試験問題集を提供しています。GoShiken.com NCP-MCI-6.10試験問題は最
新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com NCP-MCI-6.10問題集をゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/Nutanix/NCP-MCI-6.10-mondaishu.html (17630%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引

コード: Freepdfdumps)

最新問題: 62
管理者は、複数のビジネスユニットにまたがる多層アプリケーションに Nutanix Disaster Recoveryが選択された理由を説明する任務を負っています。
ワークロードを整理および管理する最も効率的な方法は何ですか?
A.並べ替えを可能にするVM命名スキーマを活用する
B.カテゴリを利用してリカバリプラン内のVMを整理する
C.リカバリプランとVMの比率を1:10にする
D. RESTful APIを利用してリカバリプランの作成をスクリプト化する
Answer: B (メーッセージを残す)
Nutanixカテゴリを使用すると、管理者は関連する VMをグループ化できるため、災害復旧 (DR)の計画が容易になります。
*オプション B (カテゴリを利用してリカバリプラン内の VMを整理する)が正解です。
*カテゴリは、アプリケーション層 (データベース、ミドルウェア、Webサーバーなど)に基づいて VMをグループ化するのに役立ちます。
*これにより、アプリケーションの依存関係を維持しながら、秩序あるフェイルオーバーが保証されます。
*オプション A (命名スキーマ)が正しくありません。
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*命名規則は役立ちますが、回復計画の機能的な編成には役立ちません。
*オプション C (VMへの 1:10リカバリプラン)は正しくありません。
*比率は固定値ではなく、ビジネス要件によって異なります。
*オプション D (RESTful API)は誤りです。
*自動化は便利ですが、カテゴリによる適切な VMグループ化に代わるものではありません。
参考文献:
* Nutanix災害復旧ガイド #DR管理におけるカテゴリの使用
* Nutanix KB #災害復旧計画のためのVMの整理

最新問題: 63
ディザスタリカバリ管理者は、すべて同様に構成された 50個のワークロードに対して保護ポリシーを設定しました。
RPOは 60分で、指定された保持期間は 10個のローカルコピー、5個のリモートコピー、およびクラッシュ整合性です。
アクティベーション後、リカバリポイントは実稼働側では表示されますが、DRサイトでは表示されません。
最も起こり得る問題は何でしょうか?
A.ソース VMに Nutanix Guest Tools (NGT)がインストールされていません。
B.影響を受けるすべての VMにWindows更新プログラムを適用する必要があります。
C. DRクラスター上のストレージコンテナー名が実稼働クラスターと一致しません。
D.ストレージコンテナーの RF係数が両方のクラスターで一致しません。
Answer: C (メーッセージを残す)
災害復旧が正しく機能するには、ソースと宛先のストレージコンテナーの名前が同じである必要があります。

*オプション C (ストレージコンテナー名の不一致)が正解です。
* DRサイトのストレージコンテナ名が一致しない場合、Nutanixはスナップショットとレプリケーションデータをマッピングできません。
*これにより、データが存在するにもかかわらず、フェイルオーバー操作が失敗します。
*オプションA（NGTがインストールされていない）は誤りです。
* NGTはアプリケーション整合性スナップショットには必要ですが、クラッシュ整合性スナップショットには必要ありません。
*オプション B (Windowsアップデート)は誤りです:
* OSの更新はレプリケーションの可用性に影響しません。
*オプション D (ストレージ RF係数の不一致)は正しくありません。
*レプリケーションはさまざまな RF要因にわたって機能しますが、パフォーマンスは異なる場合があります。
参考文献:
* Nutanixディザスタリカバリガイド#リモートレプリケーションの要件
* Nutanix KB#保護ドメインのストレージコンテナマッピング

最新問題: 64
会社の経営陣は、管理者に、新しい Nutanix Disaster Recoveryソリューションを利用する決定の正当性を示し、説明するよう指示しました。
環境には以下が含まれます。

* 100ワークロード
*ワークロードの起動順序はさまざまです
*ワークロードは複数のサブネットにまたがる
*ワークロードはさまざまなビジネスユニットにまたがる
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管理者はどのようにしてワークロードを最も効率的に整理および管理すればよいでしょうか?
A. RESTful APIを使用してリカバリプランの作成をスクリプト化します。
B.カテゴリを利用して、リカバリプラン内の VMを整理します。
C.リカバリプランと VMの比率を 1:10にします。
D.ソートを可能にする VM命名スキーマを利用します。
Answer: B (メーッセージを残す)
Nutanix Multicloud Infrastructureのドキュメントでは、リカバリプランと保護ポリシーは、VMごとの割り当てではなく、カテゴリを使用して拡張するように設計されていると説明されています。カテゴリは、目的、事業部門、ア
プリケーション層、起動順序、ネットワーク要件ごとにVMをグループ化するためのメタデータを提供します。ドキュメントには、リカバリプランが「カテゴリを使用することで、それらのカテゴリに一致するVMが自動的にDR

ワークフローに含まれる」と記載されています。また、カテゴリは自動更新も可能にするため、VMが追加、削除、または変更されてもDRプランを変更する必要はありません。この方法は、多数のワークロードと可変のアプリケー

ション層を持つ環境に特に推奨されます。スクリプト、命名規則、静的な比率では、カテゴリが提供する動的なグループ化と自動化は実現できません。

最新問題: 65
RF2クラスターでは、ホストの削除を可能にするために必要なノードの最小数はいくつですか?
A. 2
B. 3
C. 4
D. 5
Answer: B (メーッセージを残す)
レプリケーションファクター (RF2)は、可用性を確保するために、各データが異なるノードに 2回保存されることを意味します。
*オプション B (3ノード)が正解です。
* RF2クラスターでは、1つのノードが削除されたときにデータ保護を確保するために、データの冗長性には少なくとも 3つのノードが必要です。
* 3ノードクラスターからノードが削除されると、Nutanixは残りのノード間でデータを自動的に再配布します。
*オプションA（2ノード）は誤りです。
* RF2では、フォールトトレランスを維持するために少なくとも 3つのノードが必要です。
* 2ノードクラスターは、Witnessノードなしでは完全な冗長性を提供できません。
*オプション C (4ノード)とオプション D (5ノード)は誤りです。
*クラスターが大きいほど冗長性が高まりますが、最小要件は 3ノードです。
参考文献:
* Nutanixバイブル #レプリケーションファクター (RF)とフォールトトレランス
* Nutanix Prism Elementガイド #ノード障害と削除の管理

最新問題: 66
管理者は、Nutanix環境でメモリオーバーコミット機能を有効にした VMを作成したいと考えています。
管理者がこの VM作成を実行する方法を最もよく説明している記述はどれですか。
A. Prism Element Webコンソールを使用して VMを作成するときに、メモリオーバーコミットを有効にすることができます。
B.メモリオーバーコミットは、Prism Centralコンソールを使用してのみ更新できます。
C.メモリオーバーコミットは、VMの作成後に Prism Element Webコンソールを使用してのみ更新できます。
D. Prism Centralコンソールから VMのメモリオーバーコミットを有効にすることはできません。
Answer: B (メーッセージを残す)
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最新問題: 67
クラウド全体でのアプリケーション展開を自動化するために使用される Nutanix製品はどれですか?
A. Xiフレーム
B.フロー
C.プリズムセントラル
D.落ち着いて
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 68
管理者は、次のカテゴリの VMの VM保護が失敗したプレイブックを作成したいと考えています。
CriticalApps:アラート。
管理者は、CriticalApps:Alertsカテゴリの VMのみを対象にアラートを作成する必要があります。このアラートは、VM保護失敗アラートがトリガーされた場合に、オンコール担当者に通知を送信する必要があります。
管理者はこのタスクをどのように完了する必要がありますか?
A.手動トリガーを使用してプレイブックを作成します。
B.アラート一致条件トリガーを使用してプレイブックを作成します。
C.イベントベースのトリガーを使用してプレイブックを作成します。
D.アラートベースのトリガーを含むプレイブックを作成する
Answer: (解答を表示する)
Nutanix ECAコースでは、Prism CentralのPlaybookを使用して、VM保護の失敗など、特定のイベントや状況への対応を自動化する方法を学習します。このタスクでは、VM保護失敗アラートがトリガーされた際
に、CriticalApps:AlertsカテゴリのVMに対してアラートを作成し、オンコール担当者に通知を送信する必要があります。
Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースドキュメントからの抜粋:
*モジュール:自動化、セクション:プレイブック「Prism Centralのプレイブックは、アラート一致基準トリガーを使用して設定でき、VM保護の失敗など、特定のアラートに応答できます。このトリガーを使用すると、エンティ

ティカテゴリによるフィルタリングが可能になり、プレイブックが指定されたカテゴリに一致する VMのみに作用し、指定された担当者に通知を送信できるようになります。」
*モジュール:インテリジェントオペレーション、セクション:アラート管理「カテゴリに基づいて特定のVMのアラートを作成するには、アラート一致条件トリガーを含むプレイブックを使用します。これにより、CriticalApps:ア

ラートなどのカテゴリに属するVMに対して、アラート（例: VM保護失敗）を正確にターゲティングし、オンコールチームにメール通知を送信するなどのアクションを実行できます。」オプションの説明:

* A.手動トリガーでプレイブックを作成するこれは誤りです。手動トリガーでは、管理者がプレイブックを手動で開始する必要がありますが、これはVM保護失敗アラートがトリガーされた際に自動アラートを通知するための
要件を満たしていません。ECAコースでは、「手動トリガーは、アラートへの自動応答ではなく、アドホックなプレイブック実行に使用されます」と説明されています。
* B.アラート一致条件トリガーを含むプレイブックを作成するこれが正解です。アラート一致条件トリガーを使用すると、プレイブックは「VM Protection Failed（VM保護失敗）」などの特定のアラートに自動的に対応できます。
また、CriticalApps:AlertsカテゴリのVMにのみ適用するようにフィルタリングできます。これにより、プレイブックはオンコール担当者へのメール通知の送信などのアクションを実行できます。ECAコースでは、アラートベース
の自動化における最も正確な方法として、この方法が強調されています。

*サポート抜粋:「アラート一致基準トリガーにより、プレイブックはアラートをタイプとエンティティカテゴリ別にフィルター処理できるようになり、特定のカテゴリでの VM保護の失敗についてオンコール担当者に通知す

るなど、対象を絞った対応が可能になります。」

* C.イベントベースのトリガーを含むプレイブックを作成するこれは誤りです。イベントベースのトリガーは、VM Protection Failedのような特定のアラートではなく、システムイベント（VMの電源投入やクラスタイベントな
ど）に応答します。アラートの種類やカテゴリによるフィルタリングができないため、このユースケースでは精度が低くなります。

ECAコースでは、「イベントベースのトリガーは、VM保護の障害などの対象を絞ったアラート応答ではなく、一般的なシステムイベントに適しています」と述べています。
* D.アラートベースのトリガーを含むプレイブックを作成するこれは誤りです。「アラートベースのトリガー」という用語は、Nutanixプレイブックの標準オプションではありません。正しい用語は「アラート一致基準トリガー」
であり、これはアラート駆動型の自動化向けに特別に設計されています。ECAコースでは、一般的な「アラートベースのトリガー」オプションについては言及されていません。
ECAからの追加情報:
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*プレイブックの設定：Prism Centralで、「操作」>「プレイブック」>「プレイブックの作成」からプレイブックを作成します。「アラート一致基準」トリガーを選択し、「VM Protection Failed」アラートを指定して、「CriticalApps:

Alerts」カテゴリでフィルタリングします。オンコールチームにメール通知を送信するアクションを追加します。
*カテゴリフィルタリング:カテゴリ (例: CriticalApps:Alerts)は、組織およびポリシー適用のために VMに割り当てられたキーと値のペアであり、Playbookで特定の VMをターゲットにするのに最適です。
Web検索結果からの補足情報:
Nutanix Bible (https://www.nutanix.com/go/the-nutanix-bible)は以下をサポートしています:「アラート一致基準トリガーを含むプレイブックにより、VM保護の失敗などのアラートを VMカテゴリでフィルター処理し、通知の送

信などのアクションを正確に自動化できます。」

最新問題: 69
管理者は、多数の同時ネットワーク接続をサポートするために AHV VMを変更する必要があります。
VMには次の機能があります:
* 4つの vCPU
* 20 GBのRAM
* OS: Microsoft Windows Server 2022
どのような変更によって、ネットワーク I/Oを集中的に使用するアプリケーションのネットワークパフォーマンスを向上できますか?
A. vCPUを追加します。
B. AHVターボテクノロジーを有効にします。
C. RSS VirtIO-Netマルチキューを有効にします。
D. RAMを追加します。
Answer: C (メーッセージを残す)
受信側スケーリング (RSS) VirtIO-Netマルチキューは、ネットワーク処理を複数の CPUコアに分散することでネットワークパフォーマンスを向上させます。
*オプション C (RSS VirtIO-Netマルチキューを有効にする)が正解です。
*この設定により、複数のキューがネットワークパケットを処理できるようになり、CPUのボトルネックが軽減されます。
*高スループットのネットワークアプリケーションには不可欠です。
*オプション A (vCPUを追加する)は誤りです。
* CPUリソースは重要ですが、RSSを有効にしないと、追加の vCPUによってネットワークトラフィックの分散が最適化されません。
*オプション B (AHVターボテクノロジーを有効にする)は誤りです:
* AHV Turboはネットワーク I/Oではなくディスク I/Oを改善します。
*オプション D (RAMを追加する)は誤りです。
* RAMはネットワークパフォーマンスに直接影響しません。
参考文献:
Nutanix AHVベストプラクティスガイド #RSSマルチキューによるネットワークパフォーマンスの最適化 Nutanix KB #高パフォーマンスアプリケーション向けマルチキューの有効化

最新問題: 70
災害復旧のための非同期レプリケーションを可能にするために Nutanixが提供する機能は何ですか?
A.スナップショット
B.プリズム要素
C.保護ドメイン
D.メトロの可用性
Answer: C (メーッセージを残す)
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最新問題: 71
保持されるレポートの最大インスタンス数に達すると、何が起こりますか?
A.新しいレポートは遅延されます。
B.レポート失敗が報告されました。
C.手動での削除が必要です。
D.最も古いレポートが削除されました
Answer: (解答を表示する)
保持されるレポートの最大インスタンス数に達すると、Nutanixは新しいレポートに対応するために最も古いレポートを自動的に削除します。
Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースの資料より:
ストレージとパフォーマンスの効率性を確保するため、Nutanixレポートでは保存可能なレポート数を制限しています。この上限に達した場合、新しいレポート用のスペースを確保するために、最も古いレポートインスタンス
が自動的に削除されます。

最新問題: 72
LCMで GPUを搭載した AHVホストをアップグレードするには、どのような追加手順が必要ですか?
A.直接アップロードを使用して適切なドライバーバンドルをアップロードします。
B. LCMをダークサイトモードで実行し、AHVを個別に更新できるようにします。
C. GPUドライバーがインストールされている各ホストにエージェント VMを作成します。
D. NCCを最新バージョンに更新し、インベントリを再実行します。
Answer: A (メーッセージを残す)
Nutanix Life Cycle Manager (LCM)は、ハードウェアコンポーネントに検証済みのファームウェアとドライバーバンドルを使用しています。GPU対応ホストの場合、LCMのドキュメントには次のように記載されています。
「GPU対応の AHVホストでは、ワークフロー実行中に LCMが必要な GPUコンポーネントを検証およびアップグレードできるように、直接アップロードメカニズムを使用して GPUドライバーバンドルを手動でアップロー

ドする必要があります。」GPUドライバーはベンダー固有であり、標準カタログで常に利用できるとは限らないため、LCMがアップグレードを調整する前に管理者がアップロードする必要があります。
ダークサイトモードで実行しても、不足しているGPUバンドルは提供されません。エージェントVMの作成はGPUドライバーの操作とは無関係です。NCCを更新すると検証は改善されますが、GPUサポートファイルは提供され
ません。

したがって、GPUドライバーバンドルの直接アップロードが必要です。

最新問題: 73
管理者は保護されたスナップショットを削除しようとしていますが、削除できません。

最も可能性の高い原因は何でしょうか?
A.ランサムウェアがスナップショットを暗号化しました
B.スナップショットが破損しています
C.その時点でアクティブなリカバリが行われている
D.拒否された承認ポリシーがあります
Answer: (解答を表示する)
Nutanix Data Protectionは、リカバリの整合性を確保するために、厳格なスナップショットライフサイクル制御を実施します。システムは、実行中の操作によってアクティブに参照されているスナップショットの削除を防止し
ます。ドキュメントには次のように記載されています。
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アクティブなリカバリまたはリストアワークフローの一部であるスナップショットは、データの整合性とリストアポイントを維持するために必要なため、操作が完了するまで削除できません。これには、DRフェイルオーバー
テスト、リストア、またはライブリカバリワークフローが含まれます。破損したスナップショットは削除エラーの原因にはなりません。破損したスナップショットは、アクティブなワークフローにアタッチされていない限り、シ

ステムによって削除できます。

ランサムウェアはゲストデータに影響を与えますが、Prism内のスナップショットメタデータには影響を与えません。承認ポリシーは、自動化ポリシーに紐付けられていない限り、スナップショットの削除をブロックしませ
ん。自動化ポリシーに紐付けられているケースは稀であり、別のエラーが発生します。

したがって、削除がブロックされる場合、アクティブな回復操作が最も一般的かつ最も正確な原因となります。

最新問題: 74
管理者がログインして VMテンプレートに OSパッチを適用できるようにするために一時的な VMを展開する機能はどれですか。
A.テンプレートからVMを作成する
B.構成の更新
C.ゲストOSのアップデートを完了する
D.ゲストOSを更新する
Answer: (解答を表示する)
Nutanixは、元のソースオブジェクトを直接変更することなく、ゴールデンイメージまたはテンプレートを更新するための特別なプロセスを説明しています。ドキュメントには次のように記載されています。
「ゲストOSの完全アップデート」は、テンプレートの一時的なクローンインスタンスを作成し、起動して、管理者がオペレーティングシステムのパッチ適用またはアップデートを実行できるようにします。アップデートが適用

されると、システムは変更内容を反映してテンプレートを再構成します。このプロセスにより、テンプレートはクリーンな状態を維持し、バージョン管理された状態を保ちながら、通常のOSパッチ適用操作を実行できます。「テ

ンプレートからVMを作成」などの他のオプションは、実行中のVMをインスタンス化するのみで、テンプレートソースは更新されません。「ゲストOSのアップデート」と「構成のアップデート」はVMレベルの設定を参照します

が、テンプレートのライフサイクル管理のための一時的な作業コピーは作成しません。

したがって、「完全なゲスト OSアップデート」が正しい機能です。

最新問題: 75
別紙参照:
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管理者は、Prism Centralで図に示すメモリクラスタランウェイ図を確認しています。この環境には3つのホストがあり、構成は以下のとおりです。
* CPU: 2x Intel Xeon Gold (8コア、2.6 GHz)
* RAM:ホストあたり256 GB
*ストレージ: SSDおよび HDD
インテリジェントオペレーション機能は 1か月間アクティブでしたが、それ以上の構成は適用されませんでした。
赤い点線は何を意味していますか?
A.手動で設定できるデフォルトの傾向分析の静的しきい値です。
B.管理者が VMに割り当てることができる最大メモリです。
C.現在実行中の VMの計算されたメモリオーバーサブスクリプション制限です。
D.クラスター構成オプションに基づいて使用可能な容量です。
Answer: D (メーッセージを残す)
hePrism Central Memory Cluster Runway Diagramは、メモリの使用傾向に関する洞察を提供し、リソースを使い果たす前にクラスターがワークロードを維持できる時間を予測します。
*青色の実線領域は、時間の経過に伴う実際のメモリ消費量を表します。
*赤い点線は、クラスターの現在の構成に基づく有効なメモリ容量の制限を表します。
点線の赤い線を分析する

赤い点線には「実効容量: 503.22 GiB」というラベルが付いており、これは次のことを意味します。
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*ハイパーバイザのオーバーヘッド、冗長設定、フェイルオーバー容量を考慮した後の、クラスター内で使用可能なメモリ容量の合計です。
*この値は厳密な制限ではなく、潜在的なパフォーマンス問題が発生する前に使用可能なメモリの指標です。
回答の選択肢を評価する

#(A)手動で設定できるデフォルトの傾向分析の静的しきい値です。(誤り)
*赤い点線は、管理者が手動で設定できる静的なしきい値ではありません。
* Prismの傾向分析は動的であり、ワークロードの履歴と予測に基づいています。
#(B)管理者が VMに割り当てることができる最大メモリです。(誤り)
*メモリオーバーコミットが有効になっている場合、管理者は赤い点線を超えてメモリをオーバーサブスクライブできます。
*ただし、有効容量を超えてメモリをオーバーサブスクライブすると、パフォーマンスに影響する可能性があります。
#(C)これは、現在実行中の VMの計算されたメモリオーバーサブスクリプション制限です。(誤り)
*赤い点線は、オーバーサブスクリプション制限を表すものではありません。
*メモリのオーバーサブスクリプションは、ハイパーバイザーのメモリバルーニング、圧縮、およびスワッピングのメカニズムに依存しますが、これらはここでは直接示されていません。
#(D)クラスタ構成オプションに基づいて使用可能な容量です。(正解)
*赤い点線 (503.22 GiB)は、システムのオーバーヘッドを考慮した後のクラスターで実際に使用可能なメモリを表します。
*この値は以下によって決まります:
*合計物理メモリ（ホストあたり 256 GB × 3ホスト = 768 GB）
*ハイパーバイザーとシステムプロセス用に予約されたメモリ
*クラスタのフェイルオーバーと冗長性の設定
*インテリジェントオペレーション能力分析
マルチクラウドインフラストラクチャのリファレンスとベストプラクティス

* Prism Centralの「Runway」機能は、メモリ、CPU、ストレージ容量の AI駆動型傾向分析を提供します。
*有効な容量制限により、管理者はリソースが危機的状況になる前にプロアクティブなスケーリングの決定を行うことができます。
*メモリランウェイを増やすために、管理者は次のことができます。
* VMのメモリ割り当てを最適化します。
*クラスターにさらにホストを追加します。
*メモリの重複排除と圧縮を有効にします (使用可能な場合)。

最新問題: 76
管理者は AHVホストの LCMアップグレードを開始し、アップグレードが計画されたメンテナンス期間を超えて継続されることに気付きました。
追加の更新が発生しないようにするには、どの機能を活用すべきですか?
A. .pyスクリプトを実行する
B. LCMの更新停止機能を使用する
C.クラスタ上のジェネシスを再起動して、LCMサービスを再起動する
D. Ergonコマンドライン (ecli)経由で LCMタスクをキャンセルします。
Answer: (解答を表示する)
Nutanix Life Cycle Manager（LCM）には、管理者がアクティブなアップグレードセッションを一時停止または停止できるワークフロー制御機能が組み込まれています。ドキュメントには次のように記載されています。
管理者はLCM UIの「更新停止」オプションを使用して、ジョブの進行を停止できます。これにより、既に適用されている更新を中断することなく、アップグレードパイプラインを安全に停止できます。内部動作の詳細：

*更新の停止は、LCMが追加のノードまたはコンポーネントのアップグレードを開始するのを直ちに防止します。
*クラスターの一貫性を維持しながら、キューの実行を安全に終了します。
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*コマンドライン操作やサービスの再起動は必要ありません。
.pyスクリプトの使用は推奨されません。エンジニアリングワークフロー専用です。Genesisを再起動したり、ecli経由でタスクをキャンセルしたりすると、LCMアクティビティが中断される可能性がありますが、スケジュール
されたアップグレードワークフローは完全に停止されません。

サポートされている正しい制御方法は、組み込みの「更新の停止」ボタンです。

有効な NCP-MCI-6.10問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい NCP-MCI-6.10試験問題集！ GoShiken.comが最新の NCP-MCI-6.10試験問題集を提供しています。GoShiken.com NCP-MCI-6.10試験問題は最
新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com NCP-MCI-6.10問題集をゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/Nutanix/NCP-MCI-6.10-mondaishu.html (17630%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引

コード: Freepdfdumps)

最新問題: 77
管理者は保護ドメインに対してMetro Availabilityを正常に設定しました。しかし、数日後、NCC警告が発生しました。
「次の VMがリモートクラスターからデータにアクセスしています:リモートクラスター Remote-MLからの VM-1」問題を解決するために管理者が最初に実行する必要があるアクションは何ですか?

A.次のコマンドを実行します:
ncli pd list metro-avail=true | egrep "保護ドメインストレッチロール" | grep "ACTIVE"
B.スタンバイデータストアへの VMの自動移行を回避するには、必須アフィニティルールを使用します。
C. VMをプライマリサイトに移行し、DRSとアフィニティの適切なルールを設定します。
D.次のコマンドを実行します:
ncc health_checks metro_availability_checks data_locality_check --cvm_list=XXX20
Answer: C (メーッセージを残す)
Metro Availabilityでは、最適なパフォーマンスを維持し、リモートデータアクセスの遅延を防ぐために、VMが常にプライマリサイトからデータを読み取る必要があります。
*オプション C (VMをプライマリサイトに移行し、適切なルールを設定する)が正解です。
* VMがセカンダリサイトにフェールオーバーしてもプライマリサイトでまだ実行されている場合、データはリモートで読み取られ、待機時間が長くなり、パフォーマンスの問題が発生します。
*解決策としては、VMをプライマリサイトに戻し、不要な移動を防ぐために DRSルールまたはホストアフィニティ設定を構成します。
*オプションAは不正解です。
*このコマンドはアクティブな Metro Availability保護ドメインを一覧表示しますが、問題は解決しません。
*オプションBは不正解です。
*必須アフィニティルールは役立ちますが、VMをプライマリサイトに移行した後に構成する必要があります。
*オプションDは不正解です。
* NCCヘルスチェックを実行しても問題は診断されるだけで、解決されるわけではありません。
参考文献:
* Nutanixバイブル #メトロ可用性とデータローカリティ
* Nutanixベストプラクティス #メトロ可用性のための VMアフィニティルール
* Nutanix KB #メトロ可用性におけるリモートデータアクセスのトラブルシューティング

最新問題: 78
重複するデータブロックを削除することでストレージスペースを最適化するのに役立つ Nutanixの機能はどれですか?
A.圧縮
B.レプリケーション
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C.重複排除
D.データの局所性
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 79
ストレージポリシーはどのストレージ属性を管理しますか?
A.ストレージコンテナとボリュームグループ
B.レプリケーション係数と暗号化
C.共有とオブジェクトストア
D.データ保護とセキュリティ
Answer: B (メーッセージを残す)
Nutanixのストレージポリシーを使用すると、管理者はストレージコンテナレベルでデータ保護とパフォーマンス設定を構成できます。
*レプリケーションファクター (RF)は、フォールトトレランスのためにノード間で保存されるデータのコピーの数を定義します。
*暗号化により、保存中のデータは Nutanixネイティブの暗号化方式によって保護されます。
*オプション A (ストレージコンテナーとボリュームグループ)は、ポリシーではなく、ストレージ構成を指します。
*オプション C (共有とオブジェクトストア)は、VMストレージポリシーではなく、ファイルおよびオブジェクトストレージサービスに適用されます。
*オプション D (データ保護とセキュリティ)は広範な用語ですが、特定のポリシー属性は定義されません。
参考文献:
* Nutanix Prism Element #ストレージポリシーとレプリケーション係数 (RF)
* Nutanixバイブル #ストレージファブリックとデータレジリエンシー
* Nutanix KB #ストレージポリシーでの暗号化の有効化

最新問題: 80
ユーザーはインテリジェント操作分析ダッシュボードでレポートを作成しましたが、ダウンロードし忘れました。

Prism Centralに再度ログインすると、管理者はレポートが利用できなくなっていることに気付きます。
この動作を説明するオプションはどれですか?
A.レポートは 24時間後に自動的に削除されます。
B.クラスタービューアーロールを持つユーザーがレポートを削除しました。
C.レポートはクラスターの Prism Elementに保存されます。
D.ユーザーが生成したレポートがアーカイブされました。
Answer: (解答を表示する)
Prism Centralのインテリジェントな運用および分析ダッシュボードは、アドホックレポートの生成をサポートしています。
これらのレポートは一時的なアーティファクトであり、長期保存を想定していません。社内ドキュメントには、「生成されたレポートは24時間保持され、その後、レポートの蓄積とデータの肥大化を防ぐため、システムによって

自動的に削除されます」と記載されています。この自動クリーンアップはレポートサブシステムの一部であり、ユーザーの役割や保存場所に関わらず適用されます。これらのレポートはPrism Elementに保存されず、自動的に

アーカイブされることもありません。そのため、24時間の保持期間が経過すると、システムによってレポートが削除され、ユーザーが以前に生成されたレポートを見つけられなかった理由が説明されます。

最新問題: 81
管理者は、アプリケーションを監視するために、Nutanixクラスターでアプリケーション検出を有効にしたいと考えています。
X-Large Prism Centralインスタンスはすでに構成されており、ライセンス、CPU、およびメモリの要件を満たしています。
アプリケーション検出を有効にする前に満たす必要がある他の 2つの前提条件はどれですか? (2つ選択してください。)

https://www.jpnpdf.com/Nutanix.NCP-MCI-6.10.v2026-06-15.q88-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Nutanix.NCP-MCI-6.10.v2026-06-15.q88-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Nutanix.NCP-MCI-6.10.v2026-06-15.q88-mondaishu.html


A.十分な Prism Central VMリソース
B.インターネット接続
C. APIキーとキーID
D.ネットワークコントローラーが有効になっています
Answer: (解答を表示する)
Nutanix Application Discoveryは、Prism Centralサービスとゲスト内センサーの組み合わせを利用して、アプリケーションのメタデータ、通信パターン、依存関係マップを収集します。社内ドキュメントには、Application
Discoveryを有効にする前に満たすべき以下の前提条件が記載されています。
「Prism Centralは、センサーのダウンロード、署名の更新、メタデータサービスの通信のためにインターネットにアクセスできる必要があります。」アプリケーション検出は、クラウドベースのメタデータを使用してアプリケー

ションとサービスを識別します。

インターネットにアクセスできない場合、Prism Centralはアプリケーションプロファイル、更新された署名、依存関係マッピング定義を取得できません。
フローレベルの検査とVM間の通信追跡を行うには、ネットワークコントローラーサービスを有効にする必要があります。Application DiscoveryはNutanix Flowのネットワークコントローラーと直接統合し、依存関係マッピング
に必要なトラフィックフローを監視します。ネットワークコントローラーが有効になっていないと、Prism Centralはワークロード間のトラフィックを監視または分析できません。
ドキュメントでは、Application Discoveryをアクティブ化するために APIキーを生成する必要はなく、質問に記載されているように十分な Prism Centralリソースがすでに確保されていると想定されていることが明記されてい
ます。

したがって、必要な前提条件は、インターネット接続とネットワークコントローラーの有効化です。

最新問題: 82
VMテンプレートを作成するときに使用できるゲストカスタマイズオプションは何ですか?
A. Sysprep、Cloud-init、カスタムスクリプト、ガイド付きスクリプト
B.バッシュ、Powershell
C. Python、YAML
D.なし。Nutanixテンプレートではゲストのカスタマイズはサポートされていません。
Answer: (解答を表示する)
ゲストカスタマイズオプションを使用すると、管理者はテンプレートからの VM展開中に OS構成を自動化できます。
*オプション A (Sysprep、Cloud-init、カスタムスクリプト、ガイド付きスクリプト)が正解です。
* Sysprep (Windowsの場合)および Cloud-init (Linuxの場合)により、カスタム OS構成が可能になります。
*高度な自動化にはカスタムスクリプトを使用できます。
*オプションBとCは誤りです。
* Bash、Powershell、Python、YAMLは自動化で使用できますが、VMテンプレートのゲストカスタマイズオプションではありません。
*オプションDは不正解です。
*ゲストのカスタマイズは Nutanixテンプレートで完全にサポートされています。
参考文献:
* Nutanix VM導入ガイド#ゲストカスタマイズのための Cloud-Initと Sysprepの使用
* Nutanix KB#ゲストカスタマイズによるVM展開の自動化

最新問題: 83
別紙参照:
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新しいワークロードを追加した後、全体的な実行日が 365日未満で、シナリオでは依然としてクラスターが良好な状態であると表示されるのはなぜですか?
A. Storage Runwayはまだ良いからです。
B.新しいワークロードは持続可能であるためです。
C.推奨リソースがあるからです。
D.ターゲットは1か月だからです。
Answer: B (メーッセージを残す)
Nutanixキャパシティプランニングでは、Overall Runwayは、リソースが枯渇する前にクラスターが現在のワークロードと新しいワークロードをサポートできる時間を表します。
ランウェイが 365日未満の場合でも、新しいワークロードが持続可能である場合、システムはクラスターが良好な状態であると見なします (オプション B)。
オプション Aは不正解です。ストレージランウェイだけが唯一の要因ではなく、CPUとメモリも同様に重要です。
オプション Cは不正解です。推奨リソースが存在するからといって、クラスターが良好な状態であるとは限りません。
オプション Dは不正解です。1か月という目標は予測に影響しますが、クラスターが良好な状態である理由を説明できません。
参考文献:
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Nutanix Prism Central #キャパシティランウェイと計画
Nutanixバイブル #ワークロードの配置とクラスターのサイズ設定
Nutanixサポート KB #キャパシティプランニングのベストプラクティス

最新問題: 84
管理者は保護ドメインに対してMetro Availabilityを正常に設定しました。しかし、数日後、NCC警告が発生しました。
「次の VMがリモートクラスターからデータにアクセスしています:リモートクラスター Remote-MLからの VM-1」問題を解決するために管理者が最初に実行する必要があるアクションは何ですか?

A.コマンドを実行します:ncli pd list metro-avail=true | egrep "Protection Domain Stretch Role" | grep
"アクティブ"
B.スタンバイデータストアへの VMの自動移行を回避するには、必須アフィニティルールを使用します。
C. VMをプライマリサイトに移行し、DRSとアフィニティの適切なルールを設定します。
D.コマンドを実行します:ncc health_checks metro_availability_checks data_locality_check --cvm_list=XXX
20
Answer: C (メーッセージを残す)
Metro Availabilityでは、最適なパフォーマンスを維持し、リモートデータアクセスの遅延を防ぐために、VMが常にプライマリサイトからデータを読み取る必要があります。
*オプション C (VMをプライマリサイトに移行し、適切なルールを設定する)が正解です。
* VMがセカンダリサイトにフェールオーバーしてもプライマリサイトでまだ実行されている場合、データはリモートで読み取られ、待機時間が長くなり、パフォーマンスの問題が発生します。
*解決策としては、VMをプライマリサイトに戻し、不要な移動を防ぐために DRSルールまたはホストアフィニティ設定を構成します。
*オプションAは不正解です。
*このコマンドはアクティブな Metro Availability保護ドメインを一覧表示しますが、問題は解決しません。
*オプションBは不正解です。
*必須アフィニティルールは役立ちますが、VMをプライマリサイトに移行した後に構成する必要があります。
*オプションDは不正解です。
* NCCヘルスチェックを実行しても問題は診断されるだけで、解決されるわけではありません。
参考文献:
Nutanixバイブル #Metroの可用性とデータの局所性
Nutanixベストプラクティス #メトロ可用性のための VMアフィニティルール
Nutanix KB #メトロ可用性におけるリモートデータアクセスのトラブルシューティング

最新問題: 85

LCMフレームワークチェック
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Lcm事前チェックにより、アップグレードの失敗を引き起こす可能性のある 3つの問題が検出されました。
チェックテスト lacp_configurationに失敗しました: test_lacp_configuration:接続の Vcenterの詳細が見つかりません。
KB 14277を参照してください。チェックテスト esx_ha_enabledが失敗しました:接続の Vcenterの詳細が見つかりません。チェック test_es_entering_mm_pinned_vmsが失敗しました:接続の Vcenterの詳細が見つかりま
せん。X LCMフレームワークチェック管理者が Nutanixクラスター上の NICファームウェアをアップグレードしようとしたときに、図に示すエラーが表示されます。
LCM事前チェックの失敗を分析するにはどのログが最も適切ですか?
A. genesis.out
B. 1cm_ops.out
C. 1cm_wget.out
D.カタログ出力
Answer: B (メーッセージを残す)
このシナリオにおけるLCM（Life Cycle Manager）事前チェックの失敗は、LACP構成、HA、固定VMなどのESXi固有のチェックを検証するためにvCenterに接続できないことを示しています。LCM事前チェックの失敗の詳細を分
析するには、1cm_ops.outログが適切です。
Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースの資料より:
1cm_ops.outログファイルには、LCM操作（事前チェック、実行、事後チェックなど）に関する詳細な出力情報とエラー情報が含まれています。このログは、LCMフレームワークの障害のトラブルシューティングや、アップグ
レードを妨げる問題の根本原因の把握に不可欠です。

最新問題: 86
管理者は、多数の同時ネットワーク接続をサポートするためにAHV VMを変更する必要があります。VMには以下の機能があります。
* 4つの vCPU
* 20 GBのRAM
* OS: Microsoft Windows Server 2022
どのような変更によって、ネットワーク I/Oを集中的に使用するアプリケーションのネットワークパフォーマンスを向上できますか?
A. vCPUを追加します。
B. AHVターボテクノロジーを有効にします。
C. RSS VirtIO-Netマルチキューを有効にします。
D. RAMを追加します。
Answer: (解答を表示する)
受信側スケーリング (RSS) VirtIO-Netマルチキューは、ネットワーク処理を複数の CPUコアに分散することでネットワークパフォーマンスを向上させます。
*オプション C (RSS VirtIO-Netマルチキューを有効にする)が正解です。
*この設定により、複数のキューがネットワークパケットを処理できるようになり、CPUのボトルネックが軽減されます。
*高スループットのネットワークアプリケーションには不可欠です。
*オプション A (vCPUを追加する)は誤りです。
* CPUリソースは重要ですが、RSSを有効にしないと、追加の vCPUによってネットワークトラフィックの分散が最適化されません。
*オプション B (AHVターボテクノロジーを有効にする)は誤りです:
* AHV Turboはネットワーク I/Oではなくディスク I/Oを改善します。
*オプション D (RAMを追加する)は誤りです。
* RAMはネットワークパフォーマンスに直接影響しません。
参考文献:
* Nutanix AHVベストプラクティスガイド #RSSマルチキューによるネットワークパフォーマンスの最適化
* Nutanix KB #高パフォーマンスアプリケーション向けマルチキューの有効化
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最新問題: 87
同様の構成だが、ホスト名、ローカル構成、インストールパッケージが異なる 100台の Linux VMの展開を自動化する最適な方法は何ですか?
A.手動設定
B. Cloud-Init構成
C. SysPrep構成
D. VMテンプレートの構成
Answer: B (メーッセージを残す)
多数のLinux VM（例えば100台）のデプロイを自動化するには、それぞれが類似した基本構成を持ちながら、ホスト名、ローカル構成、追加パッケージのインストールがそれぞれ異なる場合、Cloud-Initが最適なアプローチで
す。Cloud-Initは、Linuxインスタンスの初回起動時の初期化と構成を自動化するための、広くサポートされている業界標準ツールです。
Nutanix Enterprise Cloud Administration (ECA)コースの資料より:
Cloud-Initは、Prism Centralでの展開時にLinux仮想マシンを構成するための推奨方法です。これにより、管理者は、ホスト名、ネットワーク設定、ユーザー作成、パッケージのインストールなど、起動時にVMをカスタマイズする
構成スクリプトとユーザーデータを挿入できます。具体的には以下のとおりです。

Cloud-Initを使用すると、Linux VMのテンプレートまたはベースイメージを作成し、個別の構成パラメータを渡すことで各VMのデプロイメントをカスタマイズできます。これにより、ベース構成の一貫性を保ちながら、各VMに
ホスト名やインストール済みソフトウェアなどの固有の設定を持たせることができます。この方法は、100台のVMに対して手動構成を行うのは現実的ではなく、Windowsベースのカスタマイズ向けであるSysPrepの使用にも適
していません。VMテンプレートだけではベースイメージしか提供されず、VMごとの固有の設定は提供されません。
したがって、Cloud-Initは、独自の構成を持つ多数の Linux VMを展開するための Nutanixのベストプラクティスに準拠した、繰り返し可能でスケーラブルな完全に自動化された展開プロセスを保証します。

最新問題: 88
管理者は圧縮機能を活用してVMのストレージを最適化する必要があります。VMのvDiskは現在、最適化が有効になっていないデフォルトのストレージコンテナに保存されています。
管理者はどのように進めればよいでしょうか?
A. vDiskを実稼働ストレージコンテナーに移行します。
B.運用ストレージコンテナーに VMを再作成し、データをコピーします。
C. VMを運用ストレージコンテナーに移行します。
D.運用ストレージコンテナーに vDiskを再作成し、データをコピーします。
Answer: A (メーッセージを残す)
圧縮が有効になっているストレージコンテナーに vDiskを移動すると、ダウンタイムなしでデータ効率が向上します。
*オプション A (vDiskの移行)が正解です:
* vDiskの移行は中断を伴わず、圧縮設定を動的に適用できます。
*オプション B (VMを再作成する)は誤りです:
* VMの再構築は不要であり、ダウンタイムが発生します。
*オプション C (VMの移行)は正しくありません。
* VMの移行では、vDiskのみが移動することが保証されず、パフォーマンスが低下する可能性があります。
*オプション D (vDiskの再作成)は正しくありません。
*この方法は手動で時間がかかりますが、Nutanixは自動化されたアプローチを提供します。
参考文献:
* Nutanixストレージ最適化ガイド#既存の vDiskでの圧縮の有効化
* Nutanix KB#最適化のためにストレージコンテナ間で vDiskを移行する
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